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序

倉吉市は、鳥取県の中程に位置する人口5万人余りの地方都市です。豊かな

自然に恵まれ、農業が重要な産業の一つとなっておりますが、市民が倉吉に住

んでよかった、他の地域の人々が行ってみたい、住んでみたいと思えるような

魅力あるまちづくりを推進しております。

本市は、古代には伯者国府が置かれ、政治・経済・文化の中心として推移し、

近世には稲扱千菌の生産や木綿の販売などが活発におこなわれていました。こ

のため多くの史跡をはじめとする歴史的道産が伝えられています。これらの歴

史的遺産を後世に継承するとともに、地域の活性化の核と位置付け、文化財保

護行政を進めているところでございます。

本市には、6件8遺跡の国史跡が所在しますが、代表的な史跡は伯書国府跡

（国庁跡　法華寺畑遺跡　不大岡遺跡）の1件3遺跡です。法華寺畑遺跡は昭

和46年度、国庁跡は同48年度、不大岡遺跡は平成5年度にそれぞれ発掘調査が

開始され、いずれも古代の地方官衛を知る上で貴重な遺跡として注目されてい

ます。

このたび、国の補助事業「ふるさと歴史の広場」を受けて、法華寺畑遺跡を

環境整備いたしました。整備事業では、四脚門の西門と板塀の一部を実物大復

元するとともに遺構模型を設置し、訪れる人が古代の遺跡を体感できるように

いたしました。今後、多くの人々の歴史学習の場として、また、憩いの場とし

て広く活用されることが期待されます。

おわりになりましたが、本環境整備事業の推進にあたりご指導を賜りました

文化庁をはじめ奈良国立文化財研究所、鳥取県教育委員会、環境整備委員会、

及び土地をご提供いただきました地権者の方々、ならびに関係諸機関各位に心

から厚くお礼申し上げます。

平成13年3月

倉吉市教育委員会

教育長　足　羽　　　昭



例 仁コ

1　本書は、史跡伯書国府跡　国庁跡　法華寺畑遺跡　不入岡遺跡のうち、法華寺畑遺跡で実施した環境整備事業の報告書である。

なお、事業着手時の史跡名称は、伯書国庁跡附法華寺畑遺跡であった。

2　法華寺畑遺跡は、鳥取県倉吉市国府字春日、字岩屋、字塔堂寺に所在する。

3　本環境整備事業は、史跡等活用特別事業（ふるさと歴史の広場）費国庫補助金、史跡等保存整備費（一般）国庫補助金、鳥取県

文化財等保存・保護事業費補助金を受けて、倉吉市が実施した。なお、事務は倉吉市教育委員会事務局文化課が担当し、倉吉市建

設部等関係諸機関の協力を得た。

4　事業は平成7年度に着手し、平成8年度から平成11年度の間を「史跡等活用特別事業（ふるさと歴史の広場）」でおこない、平

成13年度に完了する予定である。

5　法華寺畑遺跡環境整備事業は、文化庁文化財保護部記念物課（現文化財部記念物課）、奈良国立文化財研究所、および鳥取県教

育委員会事務局文化課の指導助言を受けながら、史跡伯書国庁跡附法華寺畑遺跡環境整備委員会において整備方法などの検討がな

され、それに基づき倉吉市教育委員会が実施した。

6　環境整備事業にともない、平成8・9年度に西門跡等の確認調査を倉吉市教育委員会が実施した。調査の経費は、環境整備事業

費に含まれ、その成果は第Ⅵ章にまとめた。

7　本書掲載の第1図（地形図）は、建設省（現国土交通省）国土地理院発行の1：50，000地形図「倉吉」の一部を複製・加筆した

ものである。また、第2図（地形図）は、平成11年度修正測量の1：2，500国土基本図倉吉市平面図を使用した。

8　本書の執筆は、第工章から第Ⅴ章までを倉吉市教育委員会事務局文化課の眞田康幸が、第Ⅵ章は調査を担当した文化課の加藤誠

司が平成8年度調査、岡平拓也が平成9年度調査、森下哲哉が出土遺物を分担しておこなった。

なお、掲載した図面は各実施設計書、および、（株）景観設計研究所、（財）文化財建造物保存技術協会から納められた図面を浄書

したものである。図面の浄書及び資料整理は、山根雅美・松田恵子・金田朋子・泉美智子・世波由美子・松島あつ子・竹歳暁子・

山本　錦がおこなった。

9　掲載した写真のうち工事写真は、施工業者が撮影したものを多く使用した。

10　平成7年度からの事務局組織は次のとおり。

教　育　長　小川幸人（平成7年9月まで）・足羽一昭（平成7年10月から）

教育次長　福井輝夫（平成7年度）・石田佐喜子（平成9年9月まで）・新田征男（平成10年6月まで）

波田野頒二郎（平成12年9月まで）・景山　敏（平成12年10年から）

文化課長　生田淳美（平成9年度まで）・山脇賂嘩（平成10年度）・眞田康幸（平成11年度から）

課長補佐兼文化財係長　眞田康幸（平成10年度まで）

文化財係長　藤井　晃（平成11年度から）

主　　　任　明里英和（平成7年度）・藤井敬子（平成10年7月から）・森下哲哉・根鈴智津子（平成12年度から）

主　　　事　根鈴智洋子（平成11年度まで）・竹宮亜也子（平成7年度）・高山りさ（平成7年度）・加藤誠司・岡本智則

山崎（福澤）昌子・山崎憤之介（平成10年6月まで）・岡平拓也（平成8年度から）

平成7年度以前の史跡指定申請、公有化事業、基本計画策定等に関係した職員は次のとおり。なお、文化課が設立されたのは平

成3年度。それまでは社会教育課が担当していた。（役職は当時）

（教育長）丸井晴美・福井　寛、（教育次長）田民義明・竺原太幸・太田雄之助・徳安博之・油本　了・池田寿雄・西本　俊・藤

井規昭、（社会教育課長）太田雄之助・名越正治・柴田一彦・西本　俊、（文化課課長）由井洋之助、（社会教育課課長補佐）牧田

英明・三好隆春・柴田一彦・平木凱人・新田征男、（社会教育課主幹）杉谷省吾、（主事）杉谷省吾・荒川博満・橋本徳香・徳丸宏

則・猪口洋志

11本環境整備事業にかかる設計図書、及び資料等は倉吉市教育委員会が保管している。

12　本事業及び本書の編集にあたっては、次の方々・機関から多大なご指導・ご援助を得た。記して謝意を表します。（敬称略・順不

同）

環境整備委員会関係（故）伊佐田甚蔵・名越　勉・朝倉秋冨・手嶋義之・狩野　久・佐藤興治・小野健吉・伊佐田端之・岩井　清

岡本武則



文化庁関係　田中哲雄・柳雄太郎・本中　真・坂井秀弥・岸本直文・伊藤正義・小池伸彦

奈良国立文化財研究所関係　村田健一

鳥取県教育委員会関係（故）亀井無人・田中弘道・田中精夫・久保穣二朗・小椋博幸・池原和彦・松田　潔・中原　斉・高田健一

地権者史跡委員関係　小谷通能・（故）田中幸男・（故）福井　勲・田中豊明・（故）伊藤統朗・（故）岡本重利・（故）伊藤暢彦・小谷辰

蔵・小谷礼次郎・国分寺自治公民館・国府自治公民館

四脚門関係　坪井満足・近藤光雄・土肥富士雄・石毛彩子・高野　学・泉　雄二・森田喜久男・山路直充・平方幸雄
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工　法華寺畑遺跡の概要

1　位置と環境

倉吉市の概要　倉吉市は、東西に細長い鳥取県のほぼ中央部に位置する人口約5万人の地方都市。
あげい

昭和28年（1953）、倉吉町が母体となり上井町、西郷村、上北条村、社村、高城村、北谷村、上小

鴨村と灘手村の一部が合併して市制が施行され誕生した。市域は東西18km、南北15km、面積174．4

m2、県境と海域に接していないが、南には中国山地が迫り北は日本海に近い。

地形は、市域の東側に中国山地から延びた標高200－700mの山地が連なり、西側から南側には

大山（標高1，729m）が形成したゆるやかな起伏をもつ火山灰性の丘陵が広がり、北側には標高

200m以下の丘陵性山地が横たわる。山地及び丘陵間には幾つかの河川が流下し、西部では国府川
おがも

に、南部では小鴨川に集約され、市域東端部近くで中国山地に発し北流して日本海に注ぐ天神川

と合流する。

市街地は、国府川と小鴨川、そして天神川との合流点付近の南側（旧倉吉町）と、天神川東岸

（旧上井町）に形成され、主要な集落は河川流域の小平野に位置する。旧倉吉町は、室町時代か
うつぶき

ら江戸時代初期にかけて守護大名山名氏などによって打吹山（標高204m）の北麓に整備された

城下町。江戸時代には鳥取藩家老荒尾氏の陣屋が置かれた宿場町へと変化するが、稲扱千歯の製

造販売や木綿を取り扱う商業活動が活発におこなわれた。現在は、農業と弱電産業が基幹産業と

なっている。

法華寺畑遺跡の位置　法華寺畑遺跡は、倉吉市街地の西方に広がる丘陵の一角に所在する。そこ

は、国府川の左岸、南西から東北方向に延びる久米ヶ原と呼ばれる丘陵の末端に近く、市街地の

中心部からは西方に3kmほど離れた場所である。遺跡は、標高約40m、水田面との比高差20mほ

どの丘陵尾根の平坦部いっぱいを占めている。同じ丘陵上には、竹林を隔てて伯者国分寺跡が、

南西方向に国庁跡が存在する。法華寺畑遺跡の所在地は、倉吉市国府字春日、字岩屋、字塔堂寺。

国府集落は、遺跡が位置する丘陵の東側縁辺部に形成され、丘陵尾根部の平坦面は優良な畑地と

して活用されていた。

歴史的環境　法華寺畑遺跡の所在する久米ヶ原丘陵には、多くの遺跡が分布する。それは、おも

に弥生時代後期から古墳時代にかけての集落跡。法華寺畑遺跡東側の丘陵端にもこの時期の住居

跡数棟などからなる宮ノ下遺跡（14）が所在するが、代表的な遺跡としては鳥形のスタンプ文土器

が出土した中華遺跡（7）があげられる。中華遺跡の近くには、同時期の遠藤谷峯遺跡や白市遺跡

などの集落跡が近接して所在し、さらに吉備系の壷形土器が供献された大谷後口谷墳丘墓群（8）

が四王寺山の支脈上に築造されるなど、弥生時代後期における一つの拠点的様相を呈する。

拠点的な様相は古墳時代に引き継がれ、法華寺畑遺跡の北東、国府川に面する微高地に全長60

mほどの前方後方墳と推定される国分寺古墳（13）が築造されている。国分寺古墳は、本格的な発

掘調査が実施されていないが、粘土郭の主体部から三角縁神獣鏡や要鳳鏡などの舶載鏡三両と多

量の武器・工具・農具などの鉄製品が出土し、山陰地方で最古段階の古墳と位置づけられるもの。
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国分寺古墳以降は、琴柱形石製品や鍬形石、彷製の三角縁神獣鏡などが出土した上神大将塚古墳

（3）が四王寺山東麓に所在するが、その墳形は直径22mの円墳となり、際だった前方後円（方）

項は久米ヶ原丘陵付近にみられなくなる。天神川の下流域、日本海近くに位置する東郷池周辺に

国分寺古墳に続く段階の大型前方後円墳が継続して築造されるのと対照的である。

奈良時代に入ると、国府川が形成した沖積平野に南面する久米ヶ原丘陵上に伯書国分寺跡（12）

が造営される。その位置は、法華寺畑遺跡の南側約50mと非常に近接している。また、国分寺跡

の西方約300mには8世紀後半から10世紀代に営まれた伯書国庁跡（10）が所在し、国庁跡と国分

寺跡の間には貞観15年（873）に従五位下を授けられた国庁裏神社がある。さらに、法華寺畑遺跡
ふにおか

の北東約1．5kmには、国庁に付属する官街跡と考えられている不大岡遺跡（11）が位置し、北方に

横たわる四王寺山（標高171m）には貞観9年（867）、新羅海賊調伏のため伯書国をはじめ5カ国

に建立された四王寺跡（1）が所在する。このように法華寺畑遺跡の周辺には、奈良時代から平安

時代にかけての伯書国の行政・文化の中心施設が集中する。

この時期の集落は、法華寺畑遺跡周辺にも点在しており、国分寺北遺跡（6）・向野遺跡（9）・

榔塚遺跡・島ノ掛遺跡（16）・矢戸遺跡（17）・平ル林遺跡（19）・西前遺跡（2）などが知られている。

この中で、国分寺北遺跡は、数棟の掘立柱建物と区画溝からなるが、建物と区画溝に統一された

方向性が認められることから、国庁に関連する施設の可能性が考えられる。また、国庁跡の南側

に広がる沖積平野に位置する島ノ掛遺跡も規則性のある掘立柱建物と数条の溝が出土しており、

同様の性格が想定される。ただし、昭和26年頃、ほ場整備の工事中に発見されたものの、発掘調

査がおこなわれていないため詳細は不明である。他の集落遺跡は、丘陵上に位置し竪穴式住居と

掘立柱建物から構成されるもの。7世紀後半から9世紀代にかけて営まれた遺跡が多く、竪穴式

住居が9世紀代までつくられているのが特徴である。

国庁跡や国分寺跡の南側、久米ヶ原丘陵と国府川の間に形成されている沖積平野には方六町の
註1）

国府城が想定されているが、あまり発掘調査が実施されていないため遺跡としては前述の島ノ掛

遺跡と今倉遺跡、河原毛田遺跡（15）が知られている程度である。今倉遺跡は、国府城の南端付近

と推定される字大境の近くに所在する遺跡で、8世紀後半から16世紀代の遺物が出土するも、遺

構は14世紀から16世紀代の掘立柱建物が中心を占める。河原毛田遺跡からは遺物が伴っていな

いが、幅15mの東西方向に延びる道路状遺構が出土している。この道路状遺構を西に延長すると、
註2）

国庁跡の南前面を通り久米ヶ原丘陵上に至ることから山陰道の可能性が唱えられている。

なお、室町時代の初期、伯書守護として山名時氏が入部し、小鴨川と天神川との合流点近くの

仏石山（標高58m）に田内城（24）を築き守護所を併設し、嫡男の師義が延文年中に打吹山に打吹

城（25）を築き居城としたと伝える。伯者国衛の機能は中世まで残っていたと思われるが、当地方

の政治・経済・文化の中心は打吹山の北麓に形成された町並みに移り、久米ヶ原丘陵付近は農村

地帯として現在に至っている。

伯書国の概要　伯書国は山陰道の中程に位置し、東側が因幡国、西側が出雲国、南側が美作国と

備中国に接する。現在の行政区域では、鳥取県の西半、倉吉市と米子市を中心とした地域に当た
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野

坂

第1図　倉吉市周辺の地形と遺跡分布図

1　四王寺跡

2　西前遺跡

3　上神大将塚古墳

4　三度舞墳丘墓

5　大谷大将塚古墳

6　国分寺北遺跡

7　中華遺跡

8　大谷後口谷墳丘墓

9　向野遺跡1次

10　伯蓄国府跡伯書国庁跡

11伯者国府跡不大岡遺跡

12　伯書国分寺跡

13　国分寺古墳

14　宮ノ下遺跡

15　河原毛田遺跡

16　嶋ノ掛追跡

17　矢戸遺跡

18　福田寺遺跡2次

19　平ル林道跡

20　向山古墳群

21向山6号項

22　長谷遺跡

23　三明寺古墳

24　田内城跡

25　打吹城跡

26　大御堂廃寺

27　大原廃寺

28　石塚廃寺

る。『延書式』によれば、六郡が属し、国の等級は上国、京との距離では中国、行程を上り13日、

下り7日とする。また、『和名類従棄抄』によると、所属する郡は東より河村廓（八郷が属す）、

久米郡（十郷が属す）、八橋郡（六郷が属す）、汗大都（六郷が属す）、会見郡（十二郷が属す）、

日野郡（六郷が属す）であり、本田の面積八千百六十一町六反八十八歩、本稲六十七万二千束、

雑稲十七万二千束となっている。
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法華寺畑遺跡は、久米郡に所在する。久米郡は、天神川の左岸、現在の行政区城では海岸部の

北条町と倉吉市の大半、県境に位置する関金町がその領域。久米郡には、八代郷、楯縫郷、山守
しもつわ　　かずわ

郷、大鴨郷、小鴨郷、久米郷、勝部郷、神代郷、下神郷、上神郷が属し、法華寺畑遺跡をはじめ

とする伯書国府に関連する主要な遺跡は八代郷に所在する。

なお、伯書国内には白鳳時代から奈良時代に造営された寺院跡が13箇寺分布する。日野郡を除

く各郡に一箇寺ないし数箇寺が造営されているが、久米郡内には伯書国分寺をはじめとして、大

御堂廃寺（26）、石塚廃寺（28）、藤井谷廃寺が営まれている。大御堂廃寺は勝部郷、石塚廃寺は大

鴨郷、藤井谷廃寺は山守郷に位置し、伯書国府が営まれた八代郷内には地方寺院跡は確認されて

いない。なお、倉吉市街地の北側に横たわる向山（標高140m）は、古墳時代を通じて約600基

の古墳が築造されているが、その一角の谷奥に位置する長谷遺跡（22）から火葬墓が出土している。

板状の石を方形に組んだ石欄内に2個の蔵骨器が収められていた。2個の蔵骨器は、それぞれ男

女の火葬骨が収められており、時期は8世紀後半のもの。伯書国府に近いことから律令宮人との
註3）

関連が想定され注目されている。

2　発掘調査から史跡指定に至るまで

伯書国分寺跡の調査　昭和44年、国府集落の背後にあたる丘陵部に県道福光・北条線（後に倉吉

環状線）の工事がはじまった。道路は、伯書国分寺跡推定地を南北に縦断する形で計画されたも

のだが、発掘調査を含め遺跡の保護措置は何らとられていなかった。このため、国分寺跡の破壊

を危惧した倉吉郷土文化研究会の会員有志が現地踏査をおこない、工事予定地内から礎石や鬼瓦

の断片をはじめとする瓦を多数発見した。この発見によって工事は一時中断され、鳥取県による

緊急調査が実施され礎石の抜き取り穴や地覆石、柱穴などが確認された。その後、昭和45年1月

の予備調査に続いて2月から鳥取県教育委員会による本格的な発掘調査がおこなわれ、塔跡など
註4）

が明らかにされた。

地元の一部には、農作業の利便性などの利害関係から遺跡保存に反対する声もあったが、関係

機関で協議がおこなわれ道路の法線を変更し、国分寺跡の主要な部分を保存することになった。

これらのことを契機として、各方面から伯書国分寺跡の全容を明らかにし、保存する要望がた

かまってきた。このため、倉吉市教育委員会が主体となり、昭和45年度を初年度として北側に隣

接すると思われる国分尼寺跡の解明を含めた3カ年の調査計画が立案された。調査は、国・県の

補助金を受け、奈良国立文化財研究所の支援のもと、同年7月から実施された。この発掘調査が

もとになり、法華寺畑遺跡・伯書国庁跡の発掘へと発展していく。

なお、伯者国分寺跡は、昭和49年3月12日付文部省告示第65号で国史跡に指定され、同年度か

ら土地公有化事業に着手、同51年から環境整備事業を開始し、同55年に史跡公園が完成している。
註5）

法華寺畑遺跡の調査　伯者国分尼寺は、『続左丞抄』の天暦2年（948）の文書に国分寺の北五丈ば

かりを隔てたところに位置すると記されている。また、国分寺跡の北東に隣接する谷部の畑地が

字法華寺畑であることなどから、国分尼寺跡は国分寺跡の北側に続く丘陵の平坦面に所在すると
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第2図　史跡伯書国府跡　国庁跡　法華寺畑遺跡　不大岡遺跡等位置図

－5－



以前から推定されていた。そこは、緩傾斜の丘陵が広がり保育園の園舎と農作業用の屋合がある

ほか畑地と林になっており、昭和40年に開始された久米ヶ原土地改良事業が施行されていたが、

工事による遺跡への影響はほとんどないと判断された。

昭和46年11月に国分寺跡の調査と平行して発掘調査（第1次調査）が開始された。想定された

とおり、工事の影響はほとんどなく、掘立柱建物や溝状遺構などが出土し丘陵平坦面に遺跡が広

がっていることが明らかとなった。この時、新たな問題が浮上した。それは、国分寺保存のため

法線を変更した県道福光・北条線の延長がこの丘陵の東側を縦断することであった。該当地は、

昭和44年の国分寺跡緊急調査の際に鳥取県により予備調査がおこなわれ遺跡が所在しないと判断

された場所。急遽、道路予定地内にトレンチを設定し調査を実施したところ、掘立柱四脚門の南
註6）

門と東門、区画溝などの遺構が発見された。区画溝は一辺150m（500尺）に復元され、『続左丞抄』

に記された国分寺との位置関係に矛盾がないことから国分尼寺跡と考えるにいたった。このため、

道路法線は大きく東側に迂回させることになった。

昭和48年10月、第1次調査で検出された南門と東門の位置などから、復元された150m四方の

区画の中軸線沿いを中心とした調査（第2次調査）が実施された。その結果、南北中心線上に並

ぶ3棟の中心建物を検出するとともに、これに付属する建物群・柵列などの存在を確認した。さ

らに、南門・東門と同形同大の北門を検出するにいたった。調査の成果は大きかったが、中心建

物をはじめとする建物群が掘立柱建物からなり、礎石建物が皆無、回廊や中門が存在しない状況

に調査団は困惑した。それは、従来の国分尼寺とは全く様相を異にし、当時確認されつつあった
註7）

郡街などの官街道跡に近似する内容であったからである。

昭和49年9月、第2次調査で確認された国分尼寺跡（法華寺畑遺跡）の建物配置が通例の寺院

跡と異なっていることから、国分寺跡の真北（国分寺北地区）に接してもう一つの国分尼寺が存

在するのか否かを明らかにすることと、国分尼寺跡の外周施設の確認などを目的とした調査（第

3次調査）をおこなった。国分寺北地区では、掘立柱建物7棟の他、溝や道路状遺構が検出され
註8）

たものの、基壇痕跡など寺院跡に結びつく手がかりは得られなかった。

なお、第3次調査以降、調査の主力は国庁推定地に移る。伯書国庁跡は、久米ヶ原丘陵と国府

川の間に形成されている沖積平野に推定されていたが、国庁裏神社の北側にある道路切通し法面

に大型の柱穴が露出しているのが発見され国庁跡の存在が考えられた。このため、国分尼寺跡第

2次調査と平行して、柱穴が露出している法面近くに試掘調査トレンチを設けた。その結果、礎

石建物の一部などが発見され、伯書国庁跡の可能性が濃くなった。国庁跡の調査は、国分寺跡及

び尼寺跡と同様に国・県の補助金を受け、奈良国立文化財研究所の支援のもと、昭和53年度まで

継続する。この国庁跡の調査では、伯書国庁が内外区の二重の区画からなり内郭に整然と建物跡

が配置される構造が明らかになるなど大きな成果を上げた。

史跡指定申請　昭和46年の第1次調査直後から、県道福光・北条線の道路法線を変更する協議が

関係機関や地元住民などとおこなわれた。利便性などから早急な道路整備を望む地元住民の間か

ら反対する声もあがったが、遺跡の重要性が理解され遺跡保存が了承された。また、道路施工者

－6－



第3図　法華寺畑遺跡発掘調査トレンチ配置図

である鳥取県の了解も得られ、道路法線は大きく東へ迂回することになった。

第3次調査が終了した昭和49年12月、倉吉市教育委員会は国分尼寺跡地内の土地所有者に対し

て調査結果を報告するとともに、昭和51年度に史跡指定申請をおこないたい旨の協力を要請して

いる。「いきなり指定問題をだされても困る。」が、その時の反応。迂回することになった県道の

工事が着手されておらず「県道建設がまず先決」とか、集落に近い畑地であることから「農業を

続けたい」などあまり協力的ではなかった。なお、この頃に遺跡の名称が「法花寺畑遺跡」となっ

ている。これは、遺跡の内容が官街的な性格を有するものの、記録などによると国分尼寺跡と考

えられることから、文化庁や県と協議し遺跡の近くに所在する字法花寺畑から命名されたもの。

後に、法花寺畑の「花」が「華」に改められる。

一方、昭和50年度から本格化していた伯書国庁推定地の発掘調査は、内郭の全容が解明される

などの大きな成果をあげていた。しかし、ここも遺跡の保存が問題となっていた。国庁跡が所在

する久米ヶ原丘陵は、先に述べたとおり優良な農地。昭和40年以降、土地改良事業が進められ事
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業の一環に潅漑排水事業が計画されていた。この計画地内には、伯書国庁跡や法華寺畑遺跡付近

も含まれており、関係者間で協議を重ねられた。法華寺畑遺跡は、県道の法線変更協議の時に地

区除外とされていたが、国庁跡の地権者からは潅漑事業が実施されなかったら営農に支障をきた

すとの意見がだされていた。昭和51年の11月に開催された伯書国庁跡第4次調査の調査団会議で、

「国庁跡は外郭を含めて史跡指定を目指すが、内郭は潅漑排水事業から除外し将来に土地の公有

化を図る。」との方針を固められ関係機関や関係者と折衝することになった。

この前後、「伯書風土記の丘」構想が浮上している。この構想は、昭和47年に史跡指定申請を

おこなった伯者国分寺跡を中核として、国分尼寺跡（法華寺畑遺跡）や当時発掘調査が進んでい

た官街跡（伯書国庁跡）、実体が不明なものの弥生時代の大規模集落跡が想定された中華遺跡な

どの遺跡を含む約20haをその範囲とするもの。広域的に遺跡を保存し活用しようとする運動は、

当時の倉吉文化財協会会長伊佐田甚蔵（故人）らによって進められた。活動は、倉吉市・鳥取県

などの行政機関への陳情活動や、パンフレットの発行など。倉吉市周辺の町村を巻き込んで活発

におこなわれたが、昭和53年度に鳥取県が「鳥取県の風土と一体化した歴史的環境の広域保存地
註9）

域計画」を策定したことによって終焉した。この広域保存地域計画は、歴史的自然的景観を含め

て史跡等から展望できる範囲を文化財保護・自然保護・都市計画・農村計画を統合した国土利用

計画に基づいて保存・活用・整備する具体的内容を検討したもの。県内では、倉吉市の伯書国府

地区をはじめ7地区が選定されている。

伯者国庁跡の第6次調査が終了した昭和53年、倉吉市教育委員会はこれまでに実施してきた関

係機関及び関係者との協議によって史跡指定の了承はほぼ得られたものと判断し、伯書国庁跡と

法華寺畑遺跡の史跡指定申請書を提出することになった。申請書は、昭和54年2月1日付、同意

書は倉吉市長名であった。これは、両遺跡の関係者が多いことと将来にわたり市が責任を果たす

意味であったという。

昭和54年3月16日に文化財保護審議会から「伯書国庁跡附法華寺畑遺跡」の名称で史跡指定の

答申がだされた。しかし、指定告示には各地権者の同意書が必要であり、同意書取得事務が急務

となった。昭和55年2月段階の同意状況は、地権者65人のうち45人、同意率69％。国庁跡が26人

中16人、法華寺畑遺跡では39人中29人が同意であった。不同意の理由で最も多かったのが、生活

の基盤となっている農業を継続するために指定予定地の農地が不可欠というものであった。また、

これまでに同地区内でおこなわれた工業団地造成や学校建設などによる行政に対する不信感も大

きかった。指定同意書取得事務は、暗礁に乗り上げたも同然となり停滞した。

指定同意書取得事務が軌道に乗り始めたのは昭和57年度のこと。文化庁・県などの指導もあり、

個々の地権者と面談し問題点を洗い出し、解決策を検討するとともに粘り強い交渉がおこなわれ

た。昭和58年1月8日の時点で国庁跡が90％、法華寺畑遺跡が84％の同意書取得率となり、同年

の7月に100％を達成することができた。そして、昭和58年8月5日付で不備であった申請書類

を提出し、昭和60年5月14日付文部省告示65号で史跡指定となった。
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第4図　法華寺畑遺跡遺構全体図
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追加指定と名称変更　後述するが、平成7年から法華寺畑遺跡の環境整備事業に着手し、平成8

年度から現場工事を開始したところ、史跡指定地に隣接する土地の地権者数人から土地を市で買

い上げてほしいとの要望があった。そこは、法華寺畑遺跡の南側で県道と史跡指定地に挟まれた

土地で、一部遺跡の南限溝が含まれていたが、前回の史跡指定の際、同意に難色を示された方が

あり申請から除外した経緯があった。また、県道倉吉環状線（県道福光・北条線から改称）に面

する立地条件から将来的に開発される恐れがあった。さらに、環境整備委員会からも整備区域に

取り込むことを検討するよう意見が具申されていたため、文化庁と鳥取県などと協議し、環境整

備事業のなかで試掘調査を実施した。その結果、南門に取り付くと考えられる道路状遺構や掘立

柱建物などが出土し、当該地にも広く関連する遺構が広がっていることが判明した。このような

経過から、平成10年2月25日に追加指定申請書を提出、同年の9月11日付文部省告示第136号で

追加指定された。さらに、平成12年9月6日付文部省告示第147号で不大岡遺跡が追加され、史

跡伯書国府跡　国庁跡　法華寺畑遺跡　不大岡遺跡と名称変更された。

3　遺跡の概要

遺構の状況　遺跡は南面し、溝と柵列によって一辺150m（500尺）の正方形に区画される。区画の

南側約20mのところに東西に延びる比高差3．0m程の人工的な落ち段が存在する。これは、伯書国

分寺跡南面の状況と酷似する。区画各辺の中央部にはそれぞれ門が設けられ、中央北半分に3棟

の東西棟の掘立柱建物が並列して建てられ、南東・南西・北東の各角部にはそれぞれ数棟の掘立

柱建物を配している。四至の広さに対して建物が極端に少ない。南門の南側、落ち段までの間は

緩傾斜となっているが、ここでは不明瞭ながら玉石敷きの道路状遺構が検出されている。道路状

遺構は、幅7．6mで南北方向に延び、南門に取り付くと考えられる。法華寺畑遺跡で確認されて

いる掘立柱建物などの遺構は、柱掘方の切り合い関係から大きく工期からⅢ期の3時期に渡る変
註10）

遷が認められる。なお、環境整備にともなう発掘調査でI期がA・Bに細分されることが確認さ

れた。

遺物は、土師器と須恵器、瓦類などが出土しているが、その量は多くない。時期は8世紀の第

2四半期から10世紀代のものであり、瓦類は伯者国分寺所用のものと同一である。

I期　法華寺畑遺跡を区画する溝S DOlは、各辺の中央部に設けられた門の部分で1．7mほど凸

状に張り出し、北門部分の東角と西門の間口部分が掘り残されている。幅が最大で1．9m、平均

して1．5m前後、深さは最も深い北門近くで1．7m、他は1．0m程の規模。柵列SAOlは溝から1．5m

ほど内方にあり、柱間は3．0mで各辺に設けられた門に取り付く。門は、南・北・東・西とも間

口1間、奥行2間の掘立柱四脚門。間口4．8m（16尺）～5．1m（17尺）、奥行3．4m（11尺）～4．0m

（13尺）と規模に若干の差があるもののほぼ同形同寸である。

区画内の南北中軸線上の北半分に、桁行5間（14．7m）、梁行2間（5．3m）の東西棟掘立柱建物S
［

B06と、桁行6間（14．4m）、梁行3間（7．2m）の東西棟掘立柱建物SB07の2棟を並列して建て、

南西隅に総柱建物を3棟南北に配する。SB06から南門までの間は広場的な空間となっている。
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第5図　法華寺畑遺跡　遺構変遷図
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第6図　法華寺畑遺跡門跡平面図
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第7図　SBO5－08平面図
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第8図　SBO1－04・013・014、SDO2－04平面図

I A期　最も整備された時期。遺跡を区画する溝S DOlと柵列S AOlは踏襲されるが、柵列が

2．8mの柱間に造り替えられる。中軸線上には改作されたSBO6・SBO’7があり、その南側に、

桁行5間（13．0m）、梁行2間（5．8m）の東西棟掘立柱建物S B05がつくられる。S B05の西方に

は、柱筋をそろえた桁行5間（10．5m）、梁行2間（5．0m）の東西棟据立柱建物SB03があり、さ

らに、区画の南西隅と南東隅には、それぞれL字形に建物が配される。南西隅は、桁行5間（15．0

m）、梁行2間（4．8m）の南北棟掘立柱建物SB02と、桁行5間（14．5m）、梁行2間（5．6m）の東

西棟掘立柱建物SBO9、SB09と同規模のSBO16の3棟。南東隅は、桁行6間（14．4m）、梁行

2間（6．0m）の東西棟掘立柱建物SBOllと、南北棟掘立柱建物SBO12が建つ。北東隅にも、北

辺に沿って桁行5間（14．5m）、梁行2間（5．6m）の東西棟掘立柱建物SBO15が建てられている

が、SBO15に対応する東辺の建物は墓地のため確認されていない。なお、北西隅には建物は配

置されていない。
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10m

第9図　SBOll・012平面図
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I B期　建物配置などは、I A期とほとんど同じ。ただし、西南隅のSB09とSBO16が廃され、

同位置に桁行11間（24．7m）、梁行2間（4．2m）の東西棟掘立柱建物SBOlOが建てられる。

Ⅲ期　中心部の建物はなくなり、柵・溝と桁行3間（9．Onl）、梁行2間（5．0m）の南北棟掘立柱建

物SBO4、桁行3間（7．2m）、梁行2間（4．2m）の東西棟掘立柱建物SB08などからなるが、配置

上のまとまりはない。なお、この時期の建物跡などは、溝の堆積土に焼土が混じることからI期

の建物群が火災で焼失した後、建てられたものと判断されている。

各期の年代は、出土遺物からI期が8世紀中頃から8世紀後半、ⅡA・B期が8世紀末から9

世紀代、Ⅲ期が10世紀代に比定されている。

4　遺跡の性格について

伯書国分寺跡との位置関係　法華寺畑遺跡の南西に伯書国分寺跡が位置するが、その距離は法華

寺畑遺跡を区画する溝の南西隅から国分寺北辺溝まで64m（214尺）、法華寺畑遺跡南門心の南延

長線と国分寺東辺清心間は45m（150尺）と近接する。ちなみに、伯書国庁跡中軸線から国分寺中

軸線間の距離が367m、法華寺畑遺跡中軸線間の距離が537mである。なお、法華寺畑遺跡の中軸

線方位は東へ00　50′　振れるが、国分寺の中軸線は東へ20　25′、塔は東へ40　20′　の振れがみ

られる。国庁は時期によって、東へ1019′　51〝、東へ00　29′　28〝、真北と変遷している。

伯者国庁跡の造営時期は、出土遺物から8世紀後半に位置づけられている。伯書国分寺跡と法

華寺畑遺跡とも土師器・須恵器の出土量が少なく明確ではないが、ともに伯書国庁跡より若干古

い要素をもつ土器がある。いずれにしても、接近した時期に相次いで造営されたと考えられる。

法華寺畑遺跡の特徴　法華寺畑遺跡の特徴を整理すると次のようにまとめることができる。

①溝と柵列によって500尺四方に区画される。

②区画の中軸線はほぼ真北に設定されている。

③区画の各辺の中央には、それぞれ同形・同大の四脚門が設けられている。

④区画内の建物は掘立柱建物で構成され、柱筋や棟通りを揃える。また、柱掘方は一辺1m

前後の方形を呈する。

⑤区画中央の北半分にI期は2棟、Ⅱ期は3棟の大型建物を並列して配置する。

⑥区画中央の建物はいずれも廟が付けられていないが、北側のSB07は桁行6間、梁行3間と

最も大規模な構造となっている。

⑦区画内の建物は、I期・I期ともほぼ左右対称的に配置されている。

⑧中心建物群の南側は、広場的な空間となっている。

⑨出土する土師器・須恵器などの遺物は少なく、生活的な色彩は薄い。

⑩伯書国分寺と同形式の瓦類が出土するが、数が少なく瓦葺きの建物が建っていたとは考えら

れない。

⑪出土遺物には極くわずかであるが、陶硯と墨書土器が含まれている。墨書土器は10点ばかり

が出土しているが、判読できるものには「大一」・「□福」・「薗」・「花」がある。
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以上の特徴の中に、中心建物群をさらに区画する回廊などの施設が設けられていないなど、寺

院的な要素はみられない。伯者国庁の付属官衛とするとどのような性格が考えられるであろうか。
註11）

法華寺畑遺跡の区画の規模500尺四方は、ほぼ同時期に造営された伯者国庁跡の内郭より大きい。

伯書国庁は、政庁域の内郭と曹司地区の外郭からなる複郭構造で、単郭の法華寺畑遺跡と異な

るが、内郭が東西225尺・南北244尺、外郭が東西920尺・南北766尺の規模。これまでに確認さ

れている国庁の政庁城も、近江が東西243尺・南北360尺、下野が方約300尺、肥前が東西257尺・

南北348尺であり、いずれも1町を超えていない。また、郡街の発掘調査例でも、郡街政庁の規
註12）

模は方半町（50m）前後の規模が多いことが確認されている。500尺四方の政庁域としては、延暦
註13）

22年（803）に造営された志波城（岩手県盛岡市）が知られている程度である。

法華寺畑遺跡の工期、I期とも区画中央北半分に東西棟を並列して配置しているが、最も北端

に位置するSB07が規模的に両期を通して中心的な建物であったといえる。I期は、SB07を正

殿、SB06を前殿に位置づけられる、国庁や郡街遺跡に共通する構造である。I期になって、S

B06の南側にSB05が設けられる。Ⅱ期の中心建物、南よりSBO5、SBO6、SB07と並ぶ建物

をそれぞれ前殿・正殿・後殿とすることもできるが、改作されているとはいえSB06を正殿とす

るには無理がある。SB05は、東門と西門を結ぶ軸線上に柱筋を揃えて建ち、桁行柱間寸法がS

B06は10尺、S B07が8尺に対し9．5尺の端数尺と異なっている。さらに、建物の棟通り間の寸

法が、南門とSB06は330尺、SB06とSB07は70尺、S B07と北門が90尺と完数尺であるが、

SB05とSB06の間は78尺と端数尺になっている。したがって、SB05が後出建物と考えざるを

えない。しかし、Ⅱ期が営まれた8世紀末から9世紀の段階は、伯書国庁跡をはじめ他の国庁も
註14）

前殿が廃される傾向の時期である。したがって、法華寺畑遺跡は、工期は官衛的様相が強いもの

のⅡ期には類例のみられない構造へと変遷したということができる。

門跡について　法華寺畑遺跡の特徴の一つに、各辺の中央に設置されている同形同大の門があげ

られる。間口1間、奥行2間、いわゆる四脚門の平面形である。後でも述べるが、歴史的建造物

の復元にあたってもこの門の形態をどのように考えるか問題となった。四脚門は八脚門につぎ、
註15）

棟門より格式が高いという。『倭訓莱』には、「よっあし　親王家大臣家に四足門あり、上中門有

り、禁中の唐門を俗にかくもいへり、」とある。また、『続日本記』天平3年9月戊中の条に「左

右京職言、三位己上宅門建於大路先己聴許、未審身売、宅門若為虞分、勅、亡者宅門不在建例、」

とある。同様の記事は『三代賞録』貞観12年12月25日の条にもあり、宅門の形態が不明ではある
一

が門を構えることに規制があったことをうかがわせる。

歴史的建造物を復元するための検討でご指導いただいた奈良国立文化財研究所の村田健一氏に

よれば、現存する四脚門は鎌倉時代以降のものという。さらに、間口17尺の広さは勅使門クラス

に匹敵し、そのような規模の門が四辺に設けられていたとは考え難いとされた。このため、控え

柱を有する鳥居形門を提唱されたが、控え柱と本柱の柱掘方の形態と規模が同じなどの問題点が
註16）

だされた。

四脚門の発掘調査例のうち管見にふれた10世紀代以前の時期のものは、7世紀中頃の高鷲中之
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第10図　四脚門発掘調査例1
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表1　四脚門発掘調査例

斎宮跡（方位不明）

（1：100）

（引用文献はP82に掲載）

第11図　四脚門発掘調査例2

追跡名 追跡の所在地 門の位置 構　 造 桁　 行 梁　 行 時　 期 区画施設 ・規模 遺跡の性格 備　 考

1 法 華 寺 畑 追 跡 倉 吉 市 国 府

南　　　 門

北　　　 門

掘立柱建物

掘立柱建物

4．8m （16尺）

5．1m （17尺）

3．6m （12尺）1．8m の等間

3．9m （13尺）1．95m の等間

8 世紀後半

8 世紀後半
溝 ・柵列 150m 四方

国庁付属官街

東　　　 門 掘立柱建物 5．1m （17尺） 3．9m （13尺）1．95m の等間 8 世紀後半
後に国分尼寺

西　　　 門 掘立柱建物 5．1m （17尺） 3．6m （12尺）1．8m の等間 8 世紀後半 に転用か

2
平安京跡右京一条

三 坊 九 ・十 町
京 都府 京都 市 南　　　 門 掘立柱建物 4．5m （15尺） 3．6m （12尺）1．8m の等間 9　 世　 紀 築地 邸宅

3 高 鷲 中之 島追 跡 大阪府羽曳野市 南　　　 門 掘立柱建物 5 ．0m （17尺） 7 世紀中頃 柵列
邸宅 あるいは

宮街
東門　 棟門

4 志　 波　 城　 跡 岩 手県 盛岡 市
政 庁 西 門

政 庁 東 門

掘立柱建物

掘立柱建物

4．0m （13尺）

4．0m （13尺）

3．4m （11尺）1．7m の等間

3．4m （11尺）1．7m の等間
9　 世　 紀 築地 150m 四方 城柵

南北門一八脚門 と

もに棟門の改作

5 名生 館 官街 遺 跡 宮城 県 古川 市 政 庁 南 門 掘立柱建物 3 ．0m （10尺） 4．4m （15尺）2．2m の等間 8　 世　 紀
回廊　 東西 72m

南北 78m
郡街

6 伊　 治　 城　 跡 宮城 県 築館 町 政 庁 南 門 掘立柱建物 3．3m （11尺） 3．0m （10尺）1．5m の等間 8　 世　 紀
築地　 東西 56m

南北 60m
城柵

7 関　 和　 久　 追　 跡 福島 県泉 崎村
内 郭 南 門

内郭東北門

掘立柱建物

掘立柱建物

3．0m （10尺）

3．0m （10尺）

3．4m （11尺）1．7m の等間

3．4m （11尺）1．7m の等間

9　 世　 紀

9　 世　 紀
溝 ・柵列 郡街 区画東南に八脚門

8 八　 森　 追　 跡 山形 県 八幡町 政 庁 東 門 掘立柱建物 2．9m （10尺） 3．7m （12尺）2．0m ・1．7m 9　 世　 紀
板塀　 南辺 86m

東辺 90m
出羽国街か

9 大　 浦　 B　 遺　 跡 山形 県米 沢 市 南　　　 門 掘立柱建物 2．2m （7 尺） 1．2m （4 尺） 8 世紀中頃 柵列 宮街

10 潤井 戸 西山 遺跡 千葉 県市 原市 南　　　 門 掘立柱建物 4．6m （15尺） 3．8m （13尺） 8 世紀以降 柵列 不明

11 下総 国 分尼 寺跡 千葉 県市 川市 中　　　 門 掘立柱建物 3．2m （11尺） 3．0m （10尺）1．5m の等間 8 世紀中頃 柵列 寺院 南門 八脚門

12 十 三 宝 塚 遺 跡 群 馬 県 境 町 南　　　 門 掘立柱建物 4．8m （16尺） 4．5m （15尺）2．25m の等間 9 世紀初頭
二重の柵列

南辺 85m 西辺 81m
郡街 寺院跡の可能性大

13 能 登 国 分 寺 跡 石川 県七 尾市 南　　　 門 掘立柱建物 5．1m （17尺） 5．4m （18尺）2．7m の等間 10世紀前半
柵列　 東西 184m

南北 78m
国分寺

古段階礎石　 八脚

門

14 伊　 賀　 国　 府　 跡 三重 県上 野市 政 庁 南 門 掘立柱建物 4．5m （15尺） 3．9m （13尺）1．95m の等間 9　 世　 紀
柵列　 東西 56m

南北 41m
国街

15 斎　　 宮　　 跡 三重 県明 和町 北　　　 門 掘立柱建物 3．4m （11尺） 3．0m （10尺）1．5m の等間 10　 世　 紀 築地 宮街

16
築　 後　 国　 府　 跡

（風 祭 地 区 ）
福岡県久留米市 政 庁 西 門 掘立柱建物 4．0m （13尺） 2．9m （10尺）1．45m の等間 8 世紀前半

築地　 東西 72m

南北 78m
国庁

17 大 ノ瀬下大坪追跡 福岡県新吉富村 内 郭 東 門 掘立柱建物 4．5m （15尺） 3．9m （13尺）2．1m ・1．8m
8 世紀後半

～ 9 世紀

柵列　 東西 54m

南北 59m
郡街政庁 外郭 150m 四方

18 大 島 畠 田 追 跡 宮 崎 県 日向市 南　　　 門 掘立柱建物 4．0m （13尺） 3．0m （10尺）1．5m の等間 9　 世　 紀 溝
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島遺跡を最古として18遺跡23遺構（表1）がある。それぞれの遺跡の性格は、国庁や郡衛、城柵

などの官衛遺跡と推定されるものが13遺跡と最も多く、寺院跡が2遺跡、明確な邸宅跡が1遺跡、

性格不明が1遺跡となっている。門の規模に大小があるものの、すべてが掘立柱建物という共通

性があり、遺跡の正面にあたる南門（大ノ瀬下大坪遺跡は東面）として建てられているものと脇

門的なものとがある。

国庁では、伊賀国庁跡、出羽国の移転国庁跡と考えられている八森遺跡、筑後国府跡（風祭地

区）にそれぞれ四脚門が建てられている。伊賀国庁は政庁の南門に四脚門が設けられているが、

10世紀代に八脚門に改作されている。八森遺跡の南門は八脚門で四脚門は東門（西門も可能性あ

り）にもちいられている。筑後国府跡（風祭地区）は、南門が確認されていないが四脚門は西門

として設置されている。他の国庁跡の政庁域で南門跡が確認されているのは、伯書国庁、陸奥国

庁（多賀城跡）、出羽国庁（秋田城跡）、下野国庁、伊賀国庁、肥前国庁などがある。各国庁の南

門の形態は、下野国庁が当初八脚門であったのが十二脚門に改作される他は八脚門となっている。

郡街政庁の南門に四脚門が設けられている遺跡は、陸奥国玉造郡街の名生館官街遺跡、上野国

佐位郡街と考えられている十三宝塚遺跡がある。豊前国上毛郡衛の大ノ瀬宮街遺跡は、東面する

遺跡であり四脚門の東門が中心的な門となる。陸奥国白河郡衛と推定される関和久官衛群の中心

的な施設の中宿・古寺地区の南辺にも四脚門が建てられているが、区画の東端近くに位置するこ

とと、東辺に八脚門が設置されていることから脇門的なものと判断される。この他、常陸国鹿島

郡街と考えられている神野向遺跡、近江国栗太郡街と推定されている岡遺跡でも郡街政庁の南門

が確認されているが、ともに八脚門である。

国庁と郡街の政庁の中心的な門には、四脚門ないし八脚門が採用されているが、そこに何らか

の差異が考えられるであろうか。国庁で四脚門を建てている伊賀国は国の等級が下国、他の人脚

門を建てている国は大国か上国である。郡衛政庁も四脚門を建てている陸奥国玉造郡街と豊前国

上毛郡衛は管する郷が4郷の下郡、上野国佐位郡街は8郷の中郡であるのに対して、八脚門を建

てている常陸国鹿島郡街は18郷を管する大都である。近江国栗太郡衛は5郷を管する下郡である

が、畿内と東国を結ぶ交通の要衝に立地する郡である。調査事例の少ない現状で即断はできない

が、国・郡の規模によって、建てられる門の形態に何らかの規制があったと考えられる。また、
〕

伯書国庁跡の八脚門と法華寺畑遺跡の四脚門との差も、同一国府内における従属関係での規制か

ら理解できる。

法華寺畑遺跡の四脚門の特徴は、間口が17尺と広い点にある。現在までの調査例では最大の規

模である。間口が15尺を超える四脚門は、平安京跡右京一条三坊九・十町の邸宅跡や7世紀中頃

の邸宅跡ないし官衛遺跡と考えられている高鷲中之島遺跡など7遺跡があるが、何らかの規則性

を兄いだせない。ただし、門はその施設の顔的な存在でもあり、伯書国庁の南門が八脚門であり

ながら中央間口が9尺であることから、形態同様何らかの規制があったことをうかがうことがで

きる。
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（文献一部改変）

第12図　伯書国東伯郡社村古地図の一部

『続左丞抄』の記事　『続左丞抄』の天暦2年（948）に国分尼寺と国分寺の火災について次の

記事がある。

迷亡数百人迷心

火勢己俄。人力難耐。此間遷一付院堂舎焼亡己了。僅廻方計奉出御願偶像。愛法華寺与金光明寺相

去五丈許。法華寺在北。金光明寺［＝コ軌吹火煙向南。其危尤在l＋l数人失神。

走一向件寺。各l㍉1希。僅滅遷火。方今安一置偶。忽無其寺。歎　　「　l無其所。国司

須早造其替。而去年異損之上。賊□相存。亡弊之民不堪早造。要件道興寺在管久米郡。去府十許町。

悌殿贋大。雑舎数多。修囲願尤有其便。望請宮裁。ロー准諸国例。以件道興寺。被裁給法華寺之替。

令修御願将省吏民□□者。左大臣宣。奉　勅依請者。圃宣承知依宣行之荷至奉行。

従五位上守権右少藤原朝臣　　　　　　　　　　　　　　　　　左大史正六位上三園眞人

天暦二年十二月廿八日

この記事によると、国分尼寺の倉から出火、本尊は移したが院・堂合を焼失した。火はさらに

尼寺の南側5丈ばかりを隔てた国分寺に移ってしまったという。国分寺炎上後の措置として、尼

寺の再建が困難であり、府から十町ほど離れた道興寺に移したいと願っている。完文でなく、伯

書国とは書かれていないが、府のある久米郡は伯書国に限られることから以前より伯書国分寺、

国分尼寺に関する記事とされている。
註17）

伯書国分寺の調査では、塔が火災を受け西北西方向に倒壊していることが確認されている。火
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災の時期は、出土する土師器杯などから記事に矛盾しない10世紀代に考えられる。法華寺畑遺跡

でも区画溝の埋土に焼土が混じり、南西隅部分で焼面が確認されるなど火災の痕跡が認められる。

したがって、遺跡のあり方は『続左丞抄』記事と矛盾しない。

前にもふれたが、伯書国分寺跡の北東側に隣接する畑地に「法花寺畑」の字名が付けられてい

る。そこは、法華寺畑遺跡の南東側で谷地形の場所である。また、眞島進氏が昭和13年に著され
註18）

た『伯者国分寺』に掲載されている「伯者国東伯郡社村古地図の一部」（第12図）では、現在の

字法花寺畑のところが「ほっけじ」、法華寺畑遺跡の所在する丘陵部に「字ほっけじ畑」とある。

地名からみても国分寺の近くに国分尼寺が所在したことに矛盾がないことになる。

官衛か国分尼寺か　法華寺畑遺跡は、遺構配置などからは宮衛跡と考えられるが、・記録と地名か

らは国分尼寺であったとも想定される。以下、遺構配置などの諸特徴から法華寺畑遺跡の性格に

ついて検討をくわえる。

法華寺畑遺跡の工期は、単郭であるものの国庁や郡街の政庁域より広い区画の中央北寄りに2

棟の東西棟掘立柱建物を建て、区画南西隅に倉庫と思われる建物を南北に連ねる。南東隅にも同

様の倉庫が並んでいたと推測され、建物配置は左右対称形となる。中央建物群の南側は広大な広

場となり、区画各辺の中央部には同形同大の四脚門が開く。国庁や郡街政庁の調査例では、正面

と背面を同形同大とするものの他の辺は形態を変え小規模とする。同形同大の例は、藤原宮跡の
註19）

大垣の四面に開く八脚門にみられる程度である。

国庁や郡街の政庁域周辺には、日常業務をおこなう官街群（曹司）、国司の館、正倉などの施

設が営まれていることが判明している。法華寺畑遺跡は伯書国庁に近接して立地するが、単に曹

司とするには区画の規模や南側の広場のありかたなどから問題がある。久米郡街跡とも考えられ

た時期があるが、これも区画の規模などがこれまで確認されている郡街遺跡と異なる。国司館と

するにも建物の数が少ないことや日常的生活に必要な土器類の出土量がわずかであり否定される。

この他にも地方官街には軍団や国学など種々の施設があった可能性があるが、その実体は不明で

ある。また、四面に開く門も形態が八脚門より格下の四脚門でありながら、間口が藤原宮や平城

宮で検出されている八脚門の間口と同じ17尺という問題点がある。

法華寺畑遺跡の性格を考える上で興味深いものがある。それは、節度使と鎮撫使が諸道に派遣

されたことである。節度使は天平4年（732）から天平6年の間、新羅との緊張関係から海辺防備

を目的として、東海東山の二道・山陰道・西海道に派遣され、その後、天平宝字5年（761）にも

東海道・南海道・西海道に派遣されている。この節度使の鎮所は、『出雲国計会帳』の研究によっ
註20）

て石見国に置かれていたことが明らかにされている。ただし、遺跡としては発見されていない。

山陰道節度使には従三位多治比県守が任じられ、あわせて判官4人、主典4人、医師1人、陰陽

師1人が任命されている。その任務は、所管諸国の軍団兵士の整備・訓練、兵器の製造・修理な

どがあり、鎮所の規模も大きかったことが想定される。この節度使のように高官が任命されたも
註21）

のに鎮撫使がある。鎮撫使は、節度使が任命される前年の天平3年（731）11月、畿内惣管と同時

に設置されたもの。山陽道鎮撫使に多治比県守、山陰道鎮撫使に藤原麻呂、南海道鎮撫使に大伴
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道足がそれぞれ任命されている。その後、天平18年（748）4月にも東海道鎮撫使に藤原豊成、東

山道鎮撫使に藤原仲麻呂、北陸山陰両道に巨勢奈弓麻呂、山陽西海両道に大伴牛養、南海道に紀

麻呂が任じられている。鎮撫使に任命されたのは、いずれも三位・四位の参議在任者である。こ

の鎮撫使には、兵術文筆を解する判官と主典が各1人、さらに三位の鎮撫使には随身4人、四位

には2人が弓矢を持って仕え、職掌は、①徒党を組み老少貧機を脅かし、時政・人物を批判する

者の捜索、②冤罪者の発見、③盗賊・妖言・兵器不法所持者の取り締まり、④国郡司の治績の巡

察と奏間であった。軍事・警察的な色彩をもち、かつ、国司等地方官の監察の任をおびていた。

職掌と任命期間などから、特定の場所に鎮所的な施設を設け、長く留まることはなかったと思

われるが、実務をどのような場所で執ったのであろうか。各国庁の施設を利用したとも推測され

るが、鎮撫使の職掌と官位からみて独立した施設が設置された可能性が考えられる。

法華寺畑遺跡は、区画規模の大きさ、建物配置の状況、広大な広場の存在、間口が17尺の門な

どから、鎮撫使の鎮所的な施設と考えることができるのではなかろうか。

Ⅱ期も工期と同様の遺構配置の状況であるが、SB05が新たに設けられるという相違点がある。

中心部のSBO5・SBO6・SB07をそれぞれ前殿・正殿・後殿に当てはめると、正殿より後殿の

ほうが格式が高い建物となってしまう。また、この時期の国庁の前殿は廃される傾向にあり、S

B05の解釈が問題となってくる。法華寺畑遺跡が位置する所は、記録や地名から伯者国分尼寺跡

の所在地として矛盾がないことを前に述べたが、遺構には寺院的な様相は認めることができない

のであろうか。
註22）

掘立柱建物が主要建物に用いられている寺院跡は、近くの大原廃寺（鳥取県倉吉市）をはじめ、

観音芝廃寺（京都府亀岡市）、岡本廃寺（京都府宇治市）、市道遺跡（愛知県豊橋市）、額田廃寺（三
註23）　　　　　　　　　　　　　註24）

重県桑名市）、上総国分尼寺A期（千葉県市原市）、隠岐国分尼寺（島根県西郷町）が知られる。

大原廃寺から額田廃寺までは、7世紀後半から8世紀前半の造営で主要堂塔のうち講堂が掘立柱

建物となっている。上総国分尼寺A期は、国分寺造営の詔発布後まもなく造営された仮設的な国

分尼寺と考えられているが、講堂跡と尼房跡が掘立柱建物となっている。隠岐国分尼寺は金堂・

講堂と想定される東西棟掘立柱建物を東西に並べた構造である。このように、検出例が少なく講

堂の建物に限られるが、寺院の建物に掘立柱建物がもちいられていたことがわかる。

また、法華寺畑遺跡には、中心建物を区画する回廊ないし柵列などの施設が設けられていない

問題点がある。これは、法華寺畑遺跡を国分尼寺跡とすると、区画の規模からいわゆる塔・金堂

を中心とする礼拝・読経などをおこなう区域と、僧の日常生活・修学修行のための区域を区画す

る施設が必要ではないかと思われるからである。たしかに、平城京では、中心建物を区画する回

廊や柵列が検出されている官街ないし邸宅跡の発掘調査例がある。しかし、地方寺院の中には中

心建物を区画する施設が設置されていないものもある。発掘調査例ではないが、『西大寺資財流
註25）

記帳』に興味深い記述がある。それは、天平宝字8年（764）に孝謙上皇によって発願された西大

寺造営で最も早く着手されたと考えられている四王院の記述である。
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四王院

槍皮苦饗堂二宇

東南茸瓦房

西南槍皮善房

東北槍皮善房

次槍皮茸小房

次槍皮小房

槍皮小房

各長十一丈。饗贋八丈六尺。蓋頭在龍舌八枚。

長九丈。虞四丈。

長九丈。虞四丈。

長五丈七尺。虞三丈六尺七分。

長五丈六尺五寸。虞十丈六尺。

長五丈六尺五寸。贋一丈四尺。

長一文人尺。虞一丈一尺。

四王院は、平城京一条三坊六坪（約118m四方）を占めると推定され、金堂四王像などを祀る槍

皮苦饗堂と僧房などの建物が建てられているが、中心建物である饗堂を区画する施設は設けられ

ていない。したがって、中心建物の区画施設が設けられていないことが、寺院跡を否定すること

にならないであろう。かつ、四王院の記述による建物配置は、法華寺畑遺跡の建物配置に似通っ

た面があるのではなかろうか。

II期に新たに建てられたSB05を礼拝用の堂、「礼堂」に相当する建物と考え、SBO6・SB

07をそれぞれ金堂・講堂に位置づけられないだろうか。礼堂の語は奈良時代の文献にはみえず、

平安時代の9世紀後半からみられるというが、上記『西大寺資財流記帳』に記載されているよう

に奈良時代から礼堂を付属する堂、「双堂」はすでに存在している。また、飛鳥時代から奈良時

代にかけての寺院の中門が礼拝堂と呼ぶにふさわしい性格を併せもつ建築であったことが明らか
註26）

にされており、法華寺畑遺跡Ⅱ期のSB05を礼堂に相当する建物としても大きな矛盾はない。な

お、SB06とSB07はI期と同規模で改作されており、SB06を金堂、SB07を講堂とすると、

金堂より講堂の規模が大きく整然としていることになる。これも平面規模が金堂より大きい例が

あり大きな問題点とならないであろう。したがって、法華寺畑遺跡I期は、寺院的な性格を考え

ることもできるのではなかろうか。

以上、工期とⅡ期の性格について考察したが、これらをもとにして法華寺畑遺跡を次のように

位置づけることができるのではなかろうか。

「法華寺畑遺跡は、伯書国庁に付属する官衛、それも鎮撫債の鎮所的な施設として造営された

が、後に国分尼寺として改作された。」

註

1　藤岡謙二郎　『国府』　昭和44年

岩永　実　「鳥取県における条理研究（2）」（『鳥取大学学芸学部研究報告』13号）　昭和44年

2　倉吉市教育委員会　『河原毛田遺跡発掘調査報告書』　平成10年

3　倉吉市教育委員会　『長谷遺跡発掘調査報告書』　平成6年

4　倉吉市教育委員会　『伯者国分寺跡発掘調査報告I』　昭和46年

5　『新訂増補国史大系第27巻』
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6　倉吉市教育委員会　『伯者国分寺・国分尼寺の発掘調査』　昭和47年

7　倉吉市教育委員会　『伯者国分尼寺跡発掘調査概報』　昭和49年

8　倉吉市教育委員会　『伯者国分尼寺跡・官街跡発掘調査概報』　昭和50年

9　鳥取県教育委員会　『鳥取県の風土と一体化した歴史的環境の広域保存地域計画』　昭和54年

10　本書第Ⅵ章。SB09とSBOlOとの関係から確認された。

11倉吉市教育委員会　『伯書国庁跡発掘調査概報（第5・6次）』　昭和54年

12　山中敏史　『古代地方官街遺跡の研究』　平成6年

13　盛岡市教育委員会　『志波城跡一平成8・9・10年度発掘調査概報』　平成11年

14　前掲註12

15　太田博太郎　「四脚門」（国史大辞典編集委員会編『国史大辞典』第六巻）　昭和60年

16　「平成8年度第2回環境整備委員会（第5回検討会）資料」　平成9年

（村田健一氏は、「重文指定四脚門一覧」・「重文指定四脚門建立年代別棟数」イ重文指定四脚門桁行寸法」の資料作成

され、環境整備委員会で検討した。なお、「重文指定四脚門一覧」の門の数は84例にのぼる。）

17　前掲註4

18　其島　進　「伯蓄国分寺」（角田文衛編『国分寺の研究』）　昭和13年

19　狩野　久・木下正史　『飛鳥藤原の都』（『古代の日本を発掘する』1）　昭和60年

20　早川庄八　「天平六年出雲国計会帳の研究」（坂本太郎博士還暦記念会編『日本古代史論集下』）　昭和37年

21渡辺育子　「奈良朝における国司監察制度について」（横目本紀研究会縮『横目本紀研究』第188号）　昭和42年

22　倉吉市教育委員会　『史跡　大原廃寺発掘調査報告書』　平成11年

23　須田　勉・宮本敬一　「上総国分尼寺」（悌教聾術会編『悌教撃術』103号）　昭和50年

24　隠岐島後教育委員会　『隠岐国分尼寺調査』　昭和46年

25　奈良六大寺大観刊行会編　『奈良六大寺大観第十四巻西大寺』　昭和48年

26　山岸常人　『中世寺院社会と仏堂』　平成2年
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I　環境整備事業に至るまで

1　史跡指定から土地公有化

史跡指定　法華寺畑遺跡は、伯者国庁跡の附として昭和60年5月に史跡に指定された。指定名称

は、伯者国庁跡附法華寺畑遺跡。指定理由の基準は、特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然

記念物指定基準　史跡2（国郡庁跡）。説明は、「伯書国庁跡は、鳥取県の中程の史跡伯書国分寺

の所在する丘陵にある。発掘調査の結果、正殿、前殿、脇殿等を配置し、築垣で囲んだ内郭と溝

に囲まれた外郭が検出され、瓦、施粕陶器、墨書土器、硯等が出土している。近江国庁と共通点

が多く国庁研究上重要である。この東北方に官衛的性格の掘立柱建物が計画的に配置されている。

これは、国庁附近に営まれた同時代の官衛跡と考えられ、国庁周辺における極めて顕著な一区画

の遺構として重要な意義をもつものであり、国庁跡と一括して指定し、その保存を図ろうとする

ものである。」であった。指定面積は、153，067．04m2。このうち法華寺畑遺跡の指定面積は、

36，005．26m2であり、指定地域は、次のとおりであった。

伯者国庁跡　　倉吉市国府字三谷 927番、928番、929番1、929番2、1447番2のうち実測85．85nf、

1454番、1455番、1456番、1457番、1458番、1460番、1461番、

1462番、1463番、1464番、1467番、1468番、1469番、1470番、

1471番、1472番、1473番、1476番、1477番、1478番、1483番、

1484番、1485番1、1485番2

倉吉市国分寺字宮ノ峯　　407番2のうち実測70．93n上408番、409番、410番、411番、

417番、425番、426番、426番1、427番、428番、428番1、

428番2、429番

倉吉市国分寺字宮ノ平　　430番1、430番2、431番、432番地、432番1、433番、

434番

倉吉市国分寺字宮ノ前　　452番1、452番3

倉吉市国分寺字宮谷頭　　490番1

法華寺畑遺跡　倉吉市国府字塔堂寺

倉吉市国府字岩屋

458番1、663番、664番、1356番、1358番、1366番、1367番、

1368番

709番1、710番1、710番4、719番、720番1、720番2、

721番、722番1、722番2、723番1、723番2、724番、

725番1、726番1、727番、728番1、729番1、731番1、

735番1、736番1、737番1、738番、739番、749番1、

750番1、754番2、1371番、1372番、1373番、1374番、

1375番、1376番、1377番、1378番、1379番、1380番、1381番、

1382番、1383番、1384番、1385番、1386番、1387番、1388番、

1389番、1390番、1391番
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倉吉市国府字春日　　　　1394番、1395番、1396番、1397番、1398番、1399番、1402番

倉吉市国府字三谷平　　1416番1のうち実測41．33が

上の地域に接し又は介在する道路敷を含む。

史跡の追加指定　前章の「発掘調査から史跡指定に至るまで」で述べたとおり、法華寺畑遺跡の

南側、指定地と県道に挟まれた土地が平成10年9月追加指定された。追加指定理由の基準は指定

時と同じで、説明は「8世紀に造営された約150m四方の区画と官街風の掘立柱建物遺構を有す

る遺跡であり、伯書国庁跡の附として史跡に指定されている。法華寺畑遺跡のうち指定の同意が

得られていなかった南門及び南辺・東辺の区画を追加して指定し、既指定地と一体としてその保

存を図るものである。」となっている。指定面積は、4，758．25m2であり、指定地域は次のとおり

である。

倉吉市国府字岩屋　　　　705番1、706番2、707番2、708番1、711番1、712番、

713番のうち実測231．61nf、714番、716番、717番、718番、740番、

741番1、742番1、743番1のうち実測21．90が、743番2、

743番3、744番1、744番2、744番3、745番1、746番1、

748番1、754番4

倉吉市国府字春日　　　　1403番、1404番、1405番

上の地域に接し又は介在する道路敷地を含む。

なお、平成12年9月6日に、不大岡遺跡が追加され、史跡の名称が「伯書国府跡　国庁跡　法

華寺畑遺跡　不大岡遺跡」に改められた。

史跡指定地の土地公有化　昭和60年の指定時における伯書国庁跡附法華寺畑遺跡の土地の所有関

係は、道路敷地など国有地8，326m2、公有地2，321．78m2、神社有地12，720m2、民有地129，699．26m2

であった。地目は、国庁跡が原野5筆、山林15筆、畑29筆、公園2筆、神社境内1筆、公衆道路

1筆、計53筆及び道路敷（赤線）。法華寺畑遺跡は、原野1筆、山林13筆、畑44筆、雑種地1筆、

墓地1筆、宅地1筆、公衆道路2筆、計63筆及び道路敷（赤線）であった。また、平成10年の追

加指定後の法華寺畑遺跡の指定面積は40，763．51m2となり、山林4筆、畑20筆、墓地1筆、宅地

2筆、計27筆及び道路敷（赤線）の地目が新たに加わった。なお、史跡指定地内の地権者は約72

人であった。

昭和58年8月に不備であった史跡指定申請書類を文化庁に提出する前後から、文化庁・県と土

地の公有化について協議をおこない、昭和60年7月17日に史跡等土地先行取得事前確認申請書を

提出するとともに、地権者との交渉を開始した。土地公有化事業は、国・県の補助事業として昭

和60年度から開始し、平成6年度に当初の指定地のうち神社所有地やいわゆる赤線を除く民有地

が終了。その後、平成10年度に追加指定部分をおこなった。また、補助事業以外に法華寺畑遺跡

指定地内の赤線や指定地外の隣接地の買上げを単市事業としておこなっている。なお、指定地土

地の買上げは、昭和60年度に伯書国庁跡内郭部から開始され、同63年度までが伯者国庁跡、平成

元年度から同3年度までが法華寺畑遺跡、同4年度と5年度が伯書国庁跡と法華寺畑遺跡、同6

年度が法華寺畑遺跡で実施した。法華寺畑遺跡の実績は、表2のとおり。
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表2　法華寺畑遺跡指定地公有化事業の推移

年　　 度 公有化面積 （ポ） 総 事業費 （円） 土地購 入費 （円） 立木買上費 （円） 移転補償費 （円） その他 の経費 （円）
取得方法 の内訳

償還総額 （円）

平成元年度 11，946．0 0 1 26，3 47，8 28 8 3，62 2，00 0 41，58 2，57 0 1，143，2 58
先行取得

17 8，2 08，630

平成 2 年度 14，86 7．93 1 26，0 27，0 29 9 9，08 8，48 5 26，1 15，9 12 8 22，6 32
先行取得

17 7，14 4，45 7

．平成 3 年度
3，07 7．00－

（61．0 0）
20，7 98，5 15

19，47 2，62 0

（2 75，110）
6 72，24 7 6 53，6 48

直接買上

（単独市費）

平成 4 年度 3，960．00 30，0 57，0 00 2 5，03 9，25 0 4，96 2，64 1 55，1 09 直接買上

平成 5 年度 10，002．0 0 46，5 60，8 83 4 3，37 3，83 0 1，4 24，159 1，1 77，34 4 5 85，5 50 直接買上

平成 6 年度 93 6．00 8，6 41，9 27 8，14 0，18 0 12 3，83 0 3 77，9 17 直接買上

平成 8 年度 13 1．00 6 36，66 0 63 6，66 0 単独市費

平成 9 年度 763．0 7 8，5 95，00 0 5，76 0，00 0 2，8 35，00 0 単 独市費

平成10年度
4，175．8 7 5 0，90 3，5 14 32，46 0，87 4

5 04，9 00
14，56 1，24 0

3，3 76，50 0
直接 買上

（4．5 6） （44，5 40） （41，0 40） （3，5 00） （単独市費）

平成12年度 127．2 4 75 3，43 6 6 7 1，00 0 8 2，43 6 単 独市費

注：平成8年・10年の単独市費は工事施工のための隣接地買上。平成9年度・12年度の単独市費は赤線買上。（）内の数字は内数。

なお、補助事業の財源内訳は、国80％、県6．6％、市13．4％であった。

昭和60年度に公有化事業を開始したが、事業が完了するまでに数年間を要すると判断されたた

め、地権者等説明会で協議を重ね、次の合意が形成された。

①畑地は、区画整理された畑地と未整理の畑地では単価に差をつける。

②地権者が多数のため、地権者代表と国分寺・国府集落の自治公民館長からなる「史跡委員会」

（10人程度）を組織し、各年度ごとの土地単価を市と交渉する。市は、史跡委員会で合意に

達した単価で各地権者と交渉する。「ごね得は許さない。」

③立木等補償物件の算定は昭和60年時点に所在するものとし、後年度買上げの場合、立木の生

長や新たに植えたもの、新築増改築されたものは認めない。

この史跡指定地の公有化事業は、指定同意書取得段階で地権者の多くが心積もりされていたた

め比較的順調に進展した。しかし、いくつかの問題点が生じ、その解決に時間を要したことも度々

であった。直接に地権者と関係しないが、公有化事業の問題点の一つに農地転用があった。

史跡指定地の公有化については、伯者国分寺跡の土地公有化事業の経過から農地法第5条第1

項第2号の適用を受けるものと判断し、同法第5条第1項の規定による許可は不要と考えていた。

ところが、史跡指定地の多くが昭和46年度に農業振興地域整備に関する法律による農業振興地

域に指定されており、公有化するためには農地法第5条第1項の農林水産大臣の許可が必要なこ

とが判明した。このため、地権者交渉と平行して農地転用事前審査資料を作成し、鳥取県農地経
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済課（当時）や中国四国農政局と協議をおこない「倉吉市農業振興地域整備計画」の変更申請、

及び農地法第5条の規定による許可申請書を提出し、許可を受けて事業を遂行した。

なお、国府字塔堂寺663番と664番の地目は墓地と雑種地であり、現況は墓地として使用されて
註1）

いる。この墓地は、地元では「ヒヤ」と呼ばれる両墓制の捨墓。昭和54年代の埋葬例が最後であ

るが、小規模な石塔や目当て石が建ち、現在も祀りはおこなわれている。当該地は、法華寺畑遺

跡の北東隅に位置すること、民俗学的にも貴重なものであることなどから土地の買上げはおこな

わず現況のままとした。

2　環境整備基本計画の策定

環境整備策定委員会　伯書国庁跡の指定地買上げ事業が山を越した平成元年度に、「史跡伯書国

庁跡附法華寺畑遺跡環境整備策定委員会」（以下策定委員会）を立ち上げ、平成2年度までに計

5回、委員会を開催した。立ち上げ時点の委員構成は次のとおり。（役職名は当時。）

■　策定委員

田中哲雄　奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター研究指導部保存工学研究室長

名越　勉　倉吉市文化財保護審議会会長（策定委員会委員長）

手嶋義之　倉吉市文化財保護審議会委員（策定委員会副委員長）

朝倉秋冨　倉吉市文化財保護審議会委員

角　　博　倉吉市議会議員

岩井　清　社地区自治公民館協議会長

藤井幹雄　鳥取県立倉吉農業高等学校農場長

尾崎八郎　倉吉市助役

小川幸大　倉古市教育委員会教育長

牧田末広　倉吉市建設部長

眞田康幸　倉吉博物館主任学芸員

■　指導助言

文化庁

鳥取県教育委員会事務局文化課

第1回の策定委員会は、平成元年8月8日に開催し、①全体構想について、②国庁跡の整備方

針について、③発掘調査について、④指定外区域の整備について、⑤今後のスケジュールなどに

ついて協議をおこなっている。

第2回の策定委員会は、平成2年1月24日に開催した。この会から元奈良国立文化財研究所の

佐藤興泊氏（大分市歴史博物館長、平成2年4月からは堺市博物館副館長）、奈良国立文化財研

究所平城宮跡発掘調査部計測修景調査室技官の小野健吉氏に委員を委嘱した。佐藤興治氏は、伯

者国分寺跡から法華寺畑遺跡、伯者国庁跡に至る発掘調査の指導をおこなわれた関係から、小野

健吉氏は、文化庁に転出された田中哲雄氏に代わって委員にお願いしたものである。なお、第1
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回の委員会で基本設計を専門業者に委託する方針が決定されていたため、業者選定をおこない、

株式会社景観設計研究所（大阪市）に委託し資料作成を進めた。この委員会では、①伯書国分寺跡、

法華寺畑遺跡、伯書国庁跡の3遺跡を取り込んだ全体の環境整備計画の基本構想案、②伯書国庁

跡及び法華寺畑遺跡の基本設計にかかる整備方針について協議した。文化庁の指導助言者として、

狩野久主任文化財調査官と田中哲雄主任文化財調査官が出席されている。

第3回を平成2年3月19日、第4回を平成2年5月25日に開催し、最終の策定委員会を平成3

年2月22日に開き、環境整備基本計画を策定し「史跡伯書国庁跡附法華寺畑遺跡環境整備計画報

告書」を市に提出した。この環境整備策定にかかる経費は単市事業としておこない、設計委託料

は12，509，350円であった。

なお、策定委員会が立ち上がる前年の昭和62年度から、市役所内の関係課と環境整備計画の協

議を開始した。関係課は、企画課、都市計画課、耕地課（当時）、担当課の社会教育課（当時）、

後に財政課、建設課、農林課が加わり、策定委員会が開催されてからは策定委員会の幹事会とし

て位置付け、環境整備上想定される問題点について協議をおこなっている。

環境整備基本計画　史跡伯書国庁跡附法華寺畑遺跡全体整備構想の基本的方向と整備指針は、次

のようにまとめられている。

＜基本的方向＞

・“水と緑と文化のまちづくり”（当時のまちづくりキャッチフレーズ）の拠点「歴史の里一倉

吉の顔」となる整備を目指し、遺構の保護・整備をはかるとともに、広く市民に顕彰する。

・倉吉市の緑地系ネットワークの中で、自然公園（打吹山）に対比できる歴史公園（文化的拠点）

としての活性化をはかる。

・3史跡（伯書国分寺跡・伯書国庁跡・法華寺畑遺跡）及びそれらの周辺領域を一体的に整備す

る。

・高齢化社会に対応できる魅力ある空間形成をめざす。

・観光・レクリエーションの拠点とする。

・計画地内の自然環境、人文環境は、最大限保全・活用する。

＜整備指針＞

・歴史の里として、古代の匂いが漂う公園づくりをめざす。

・3史跡を顕在化させる空間構成とするとともに、一般の人々にわかり易い遺構整備をめざす。

・計画地内を安全かつ快適に連絡できる歩行者系空間を確保する。また、周辺地域からの近より

易さ、わかり易さに配慮した空間構成とする。

・高齢者の屋外生活行動に対応した魅力ある施設や場を提供する。

・倉吉市民、特に周辺住民の屋外レクリエーション要求に対応した場とするとともに、観光拠点

となり得る基盤整備をはかる。

・国庁裏神社との有機的つながりを確保するとともに、周辺部の神社林の保全・活用をはかる。

計画地内のその他の現況林についても、整備計画上支障がない限り保全・活用する。
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第13図　史跡伯書国庁跡附法華寺畑遺跡環境整備基本計画図
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この全体整備構想の基本的方向と整備指針を受け、3史跡の近接性、当該計画地の空間特性及

びその周辺土地利用特性等に着目し、以下のように史跡整備計画方針を整理した。

①当該計画に伴う付け替え道路は、史跡指定区域外に設置するものとする。ただし、現道を拡

幅整備する道路はこの限りでない。

②当該計画地の広大で開放的な雰囲気を確保しつつ、史跡の領域や各種遺構の位置・形状が認

識し易い垂直的な遺構表示をはかる。

③全体空間イメージとしては、周辺農地等の現況景観に調和すべく自然的でおおらかな雰囲気

とする。

④近接した3史跡をそれぞれ顕在化させるために、各史跡の領域（境界）の明示は固有のもの

とする。

法華寺畑遺跡整備基本計画　「史跡伯者国庁跡附法華寺畑遺跡環境整備計画報告書」では、伯書

国庁跡と法華寺畑遺跡の環境整備計画の検討がなされているが、ここでは法華寺畑遺跡について

紹介する。

計画方針と整備イメージ

・史跡の領域を明確化するため周囲柵列跡（板塀）を列柱（高さ3．0m、直径0．3m、2．4m間隔）

で表示する。また、東西南北の門跡の断面形状をモチーフとしたフレームにより表示する等、

法華寺畑遺跡では比較的洗練化された、立ち上がりのある遺構表示デザインをめざす。

・建物跡の整備では尼寺であることから、やさしい、柔らかさを有するイメージで立体的に遺構

の大きさを体感できる整備をはかる。

・夜間の利用にも配慮した演出をはかる。

・史跡内の園路は東西・南北の各門を結ぶ最も単純化した線形とし、建物遺構以外のスペースは、

多目的利用の可能性を残す芝生広場とする。

・史跡内へは、南門を除く各門からの出入りが可能な形状とする。各門前の入口広場及び園路周

辺部には、農の風景をイメージし、またその花を楽しめる等、多用な意味を持つ果樹園（モモ、

ナシ等）を導入すること等により、史跡形状の明確化と周辺景観との調和をはかる。

・入口広場には、ヴィジュアルに史跡を案内・説明する施設及び休憩・便益施設等を設置する。

上記の計画方針によって①造成計画内容、②施設計画、③植栽計画、④排水系統計画、⑤給水

系統計画、⑥電気系統計画及び諸施設のデザインイメージについて提言されている。なお、基本

計画で積算された工事費の概算は、伯書国庁跡が738，645，600円、法華寺畑遺跡が272，027，000円

であった。

註

1　坂田友宏　「鳥取県の葬送・墓制」（『中国の葬送・墓制度』）　昭和54年
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Ⅲ　環境整備事業の概要

1　事業の経過

環境整備事業の開始まで　公有化した土地は草刈などの維持管理はおこなっていたが、土地の買

上げ事業が長期となったため、地元から環境整備事業の早期着手を要望する声が強くなった。特

に民家に近い法華寺畑遺跡は、集落に隣接した農地であったことから、長く草地となっているこ

とに対する不満がでていた。このような状況の中、民有地買上げのめどがついた平成5年度から

環境整備事業着手について関係機関と協議を開始した。協議の結果、伯書国庁跡から事業に着手

すべきだが、地元の理解を得るために法華寺畑遺跡から開始し伯書国庁跡へ移行することと、事

業費の関係から法華寺畑遺跡・伯者国庁跡とも文化庁の補助事業「史跡等活用特別事業（ふるさ

と歴史の広場）」を受けておこなう事務局の方針が決定した。また、事業の開始は平成7年度か

らとし、平成6年7月に平成7年度文化財関係補助事業計画を鳥取県教育委員会事務局文化課に

提出した。

環境整備委員会　平成7年5月に史跡等保存整備費（一般）の内示を受け、「史跡伯者国庁跡附

法華寺畑遺跡環境整備委員会」を立ち上げた。委員会の構成と協議実績は表3・4のとおり。

表3　史跡伯書国庁跡附法華寺畑遺跡環境整備委員会名簿

役　 職 氏　　　　 名 所　　　　　 属

会　　　 長 名　　 越1　　　　 勉 倉吉市文化財保護審議会会長

副　 会　 長 岩　　 井　　　　　 清 社地区自治公民館協議会長　 （平成 7 年度）

副　 会　 長 岡　　 本　　 武　　 徳 社地区自治公民館協議会長　 （平成 8 年度から）

委　　　 員 小　　 野　　 健　　 吉 奈良国立文化財研究所　 主任研究官

委　　　 員 狩　　 野　　　　　 久 岡山大学教授　 （平成 11年度から京都橘女子大学教授）

委　　　 員 佐　　 藤　　 興　　 治 堺市博物館　 副館長

委　　　 員 藤　　 井　　 弘　　 通 倉吉市議会議員

委　　　 員 手　　 嶋　　 義　　 之 倉吉市文化財保護審議会委員　 （平成 8 年度まで）

委　　　 員 伊 佐 田　　 端　　 之 1倉吉市文化財保護審議会委員

委　　　 員 秋　　 藤　　 宏　　 之 倉吉市助役　 （平成 9 年度まで）

委　　　 員 柴　　 田　　　　　 彦 倉吉市助役　 （平成10年度から）

委　　　 員 有　　 福　　　　　 雄 倉吉市建設部長　 （平成 7 年度）

委　　　 員 松　　 井　　　　　 郎 倉吉市建設部長　 （平成 8 年度から平成 9 年度まで）

委　　　 員 福　　 永　　 孝　　 行 倉吉市建設部長　 （平成10年度から）

委　　　 員 足　　 羽　　　　　 昭 倉吉市教育委員会教育長

指　　　 導 文化庁文化財保護部記念物課

指　　　 導 鳥取県教育委員会事務局文化課
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表4　史跡伯書国庁跡附法華寺畑遺跡環境整備委員会協議実績

開　 催　 日 協　　　 議　　　 内　　　 容

第 1 回

第 2 回

平成 7 年 6 月22 日

平成 7 年 8 月31日

○環境整備方針の検討　 ア歴史的建造物等の復元　 イ遺構全体模型の設置　 ウ史跡等の

活用上必要と認められる事業をおこなうことに決定

○設計業者の選定

○実施設計の検討　 施設デザインの検討

第 3 回

第 4 回

第 5 回

第 6 回

平成 8 年 3 月6 日

平成 8 年 9 月12 日

平成 9 年 2 月25 日

平成 9 年 8 月28 日

○実施設計の検討　 遺構復元　 遺構表示　 屋外展示模型　 園路広場工　 便益施設工

休養施設工　 管理施設工　 修景施設工　 整備範囲と工事費概算

○実施設計の検討　 遺構復元　 遺構表示　 屋外展示模型　 園路広場工　 便益施設工

休養施設工　 管理施設工　 修景施設工　 工事費概算

○門跡復元について　 柵列跡復元について　 建物跡表示について　 便所の計画のついて

地元要望について

○柵列跡の排水方法　 園路排水溝　 工事費概算

第 7 回 平成10年 3 月24 日 ○追加指定部分の整備方針　 溝跡遺構表示　 西門 ・柵列実物大復元設計

第 8 回 平成10年12月26日 ○西門 ・柵列実物大復元周辺整備　 サインの検討　 遺構復元模型の検討

第 9 回 平成11年 6 月 2 日 ○追加指定部分の整備計画

第10回 平成12年 7 月 6 日 ○追加指定部分の整備計画

事業の推移　法華寺畑遺跡環境整備事業は、平成7年度、第1次実施設計に着手することによっ

て開始した。各年度の事業内容等は次のとおりであり、事業費内訳は表5である。

平成7年度　第1次実施設計　委託業者（株）景観設計研究所

平成8年度　第2次実施設計　委託業者（株）景観設計研究所

環境整備事業に伴う発掘調査　調査面積653m2　直営

環境整備工事　工事請負者（株）鴻池組山陰支店

工事監理　（株）景観設計研究所

工事内容　　造成土工・撤去工（アスファルト舗装・竹林）・排

水工（透水管・集水桝など）・給水工・電気工・植

栽工

平成9年度　環境整備事業に伴う発掘調査　調査面積223m2　直営

環境整備工事　工事請負者（株）鴻池組山陰支店

工事監理　（株）景観設計研究所

工事内容　　造成土工・施設工（柵列跡掘立柱など）・排水工・

給水工・電気工（ライトアップ）・植栽工（張芝など）・

潅漑用給水工

歴史的建造物（西門・柵列）復元基本設計

委託業者　（財）文化財建造物保存技術協会
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表5　法華寺畑遺跡環境整備事業年度別事業費の内訳

年度 事業主体 面　 積 整　 備　 内　 容　 及　 び　 経　 費 事 業 費

財　　 源　　 内　　 訳

備　　　 考
国庫補助金 県補助金 起　　 債 一般財源

平成 7 倉吉市 第 1 次実施設計

事務費等

9，537，800

462，200

10，000，000 5，000，000 1，666，000 0 3，334，000 記念物保存修理事業

8 倉吉市 35，000 第 2 次実施設計

環境整備工事設計監理

環境整備工事 （整地）

発掘調査

事務費等

10，403，000

4，377，500

82，936，630

1，892，563

390，307

100，000，000 50，000，000 16，666，000 33，300，000 34，000 史跡等活用特別事業

9 倉吉市 35 ，000 環境整備工事設計監理

環境整備工事（造成土工等）

発掘調査

★防災工事

★四脚門復元基本設計

事務費等

7，056，000

121，196，250

1，338，827

1，995，000

3，843，000

408，923

135，838，000 65，000，000 21，666，000 40，500，000 8，672，000 史跡等活用特別事業

10 倉吉市 35，000 環境整備工事設計監理

環境整備工事（造成土工等）

★四脚門復元基本設計

四脚門復元工事設計監理

四脚門復元工事 （木材粗加工（一部））

事務費等

5，197，500

105，801，150

3，318，000

7，350，000

21，326，550

324，800

143，3 18，000 70，000，000 23，333，000 46 ，600，000 3 ，385，000 史跡等活用特別事業

11 倉吉市 2，500 環境整備工事設計監理

環境整備工事（造成土工等）

四脚門復元工事設計監理

四脚門復元工事

事務費等

1，680，000

49，122，150

4，368，000

94，500，000

329，850

150，000，000 75，000，000 25，000，000 37，500，000 12，500，000 史跡等活用特別事業

12 倉吉市 3 ，800 環境整備工事設計監理

環境整備工事 （造成土工等）

事務費等

★四脚門完成記念講演会

（パンフレッ ト印刷等）

3，675，000

29，171，100

1，153，900

240，033

34，240，033 17，000，000 5，666，000 8，500，000 3，074，033 記念物保存修理事業

計 573，396，033 282，000，000 93，997，000 166，400，000 30 ，999 ，033

注：★は市単独事業。（事業費等にも市単独部分が含まれる場合もある。）

平成10年度　環境整備工事　工事請負者（株）鴻池組山陰支店

工事監理　（株）景観設計研究所

工事内容　　造成土工・施設工（遺構表示・柵列跡掘立柱・遺構

模型・各種サインなど）・排水工・電気工（ライト

アップ）・植栽工

歴史的建造物復元基本設計　委託業者　（財）文化財建造物保存技術協会

歴史的建造物復元工事　　　工事請負者（株）鴻池組山陰支店

設計監理　（財）文化財建造物保存技術協会

工事内容　　材木加工

平成11年度　環境整備工事　工事請負者（株）鴻池組山陰支店

工事監理　（株）景観設計研究所

工事内容　　造成土工・施設工（遺構表示・柵列跡掘立柱）・排

水工・電気工・植栽工
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嵩二
第14図　法華寺畑遺跡環境整備断面図

歴史的建造物復元工事

工事請負者（株）鴻池組山陰支店

工事監理　（財）文化財建造物保存技術

協会

工事内容　　西門・板柵復元

平成12年度　環境整備工事

工事請負者　東亜土木（有）

工事監理　（株）景観設計研究所

工事内容　　追加指定部分の造成土工・施

設工（遺構表示・柵列跡掘立

柱）・排水工・電気工・植栽工

なお、平成13年度は、法華寺畑遺跡環境整備事業の最

終年度とし、国庫補助〔史跡等保存整備費（一般）〕と

県費補助を受けて便益施設を整備する予定である。

2　整備方針

整備方針　整備方針は、平成2年度に策定した「伯書国

庁跡附法華寺畑遺跡環境整備計画報告書」の基本的方向

と整備指針にもとづき（前章2　環境整備基本計画）、

以下のとおりとした。

（1）ゾーニング　入口広場ゾーン、遺構展示ゾーン、

遺跡外ゾーンから構成する。入口広場には、視覚的

に遺跡を案内・説明するサインや復元模型、休息・

便益施設などを設置する。入口広場は、伯書国分寺

跡と伯書国庁跡との関連から史跡の南西側に設ける。

（2）動線　史跡内の園路は東西・南北の各門を結ぶ最

も単純化した線形とし、建物跡などの遺構以外のス

ペースは、多目的利用の可能性を残す芝生広場とする。

（3）景観形成　遺構と一体化、調和した古代の風景の

形成。史跡の領域を明確に認識できる一体性、連続

性のある景観構成、遺構表示形態を考える。演出照

明の積極的な展開。

（4）遺構整備　遺構表示は法華寺畑遺跡ⅡA期とし、

各遺構表示と環境整備とのデザイン異差の明確化。

立体的に遺構の大きさを体感できる立ち上がりのあ
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る遺構表示デザインをめざす。南門・北門・東門などの各門跡と建物跡、柵列跡、溝跡を遺

構表示整備とする。

（5）歴史的建造物の復元　柵列跡の一部を実物大復元する。

3　造成工事と景観形成

造成工事　法華寺畑遺跡は、南西から北東に延びる丘陵上に位置する。西門跡から北門跡を結ぶ

線が丘陵の尾根筋にあたり、北西・南東・北東側が傾斜面となっている。史跡内では、西門が所

在する旧市立社保育園周辺が標高34mと最も高く、史跡の南東端部が26mと最も低い。表土から

遺構検出面までの深さは、中心建物付近で約0．3－0．5m、南東隅部付近で0．2mであった。

表土から遺構検出までがあまり深くないことと、火山灰性のクロボク層で覆われていることか

ら、盛土による遺構保護を大前提とした造成をおこなった。盛土は真砂土をもちい、現況地形を

極力生かし、埋設管などの工事から遺構を保護するため約0．5mの厚さとした。ただし、遺跡の

南門から南東隅付近にかけては中心建物付近との比高差が大きく、造成後に広場として利用しづ

らくなる恐れがあり、約1．7mから2．0mの盛土とした。このため、南東隅部に旧地形にみられな

い段差が生じ、さらに、土留めのためのコンクリートウォール（長さ6．0m、高さ2．0m）を設置

せざるを得なかった。

排水・給水工事　雨水などの排水は、地形から史跡の北側と南側で地区外に放流している。北側

は、市道を経て、県道の道路側溝から西側の丘陵端部を流れる農業用水に放流。南側は県道の道

路側溝から国府集落内を横断する市道側溝を経て不大岡川に放流している。北側は民家がほとん

どなく大きな問題は発生しなかったが、集落を横断する南側で問題が発生した。排水計画が整備

完了時点の数値で計算してあったため、造成工事がほぼ完了し裸地状態であった平成9年度に県

道が冠水することが度々発生した。このことから、地区住民より排水計画に対する不安の声があ

がり、道路管理者である鳥取県倉吉土木事務所と倉吉市建設課と協議し、側溝などの改良工事を

おこなった。工事は県道・市道でそれぞれの単独事業として施工された。

史跡内の処置は、芝生生育を考慮して透水管を埋設し、民地・道路に接する境界部分には側溝

を設け、東側現況林と接する部分はそのままとした。また、遺跡の区画溝は表面排水側溝を兼ね

ることとした。

給水は、水飲みに上水を使用するが、散水には農業用水を使用した。散水は埋め込み式散水栓

を遺跡内に4箇所、遺跡外の指定地内に9箇所設置し、手撒き散水とした。

植栽工事　環境整備事業に着手する前の法華寺畑遺跡の状態は、南側の県道沿いに植林されたス

ギ・ヒノキ林と雑木林及び竹林が広がり、社保育園跡地にソメイヨシノ桜の古木が8本存在する

以外、畑跡地の空間となっていた。県道沿いのスギ・ヒノキ林は、県道と遺跡の緩衝帯として、

桜の古木も景観木として保全する以外、雑木林や竹林は伐採した。

150m四方に区画される法華寺畑遺跡の内部は、多目的な利用ができるよう芝生広場とするが、

緑陰を形成するために落葉高木のケヤキを適宜配置した。入口広場は、周辺の景観とつながる緑
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をつくるため、果樹を主とする植栽をおこなうとともに、万葉のイメージを演出し入口らしい風

格や華やかさを表現する花木による修景をおこなった。樹種は、ヤマザクラの列植、ウメ、ハナ

モモ、スモモ、ナシ、アキニレ、コナラ、ウツギ、ハナカイドゥ、ガクアジサイ、ヤマブキ、ム

ラサキシキブ、ヤマツツジなど。

北辺区画溝より北側は、市道に面しており補助的な入口として利用されることが考えられるこ

となどから休憩広場とし、落葉樹を主とする疎林状の植栽をおこなった。樹種はヤマモモ、コナ

ラ、ケヤキ、アキニレ、コブシ、エゴノキなど。また、道路からの進入車両を防ぐために道路沿

いにビラドツツジを倉吉ライオンズクラブから寄付を受けた。

東側は、県道や集落との緩衝地帯を形成するため、周辺の現況林と一体となり、周辺景観と調

和する緑をつくるための植栽をおこなった。樹種は、シラカシ、スダジィ、ヤマモモ、コナラ、

ヤマザクラ、ケヤキ、エゴノキなど。また、遺跡の南側は道路との緩衝のため現況木のスギ・ヒ

ノキ林の疎林とし、疎林と南門の間は入口広場の植栽イメージと連続する低木植栽をおこない、

古代の風景の再現をねらった。樹種は、低木のガクアジサイ、タニウツギ、ヒラドツツジ、ムラ

サキシキブ、ヤマツツジ、ヤマハギなど。

園路　遺跡内の園路は、南門と北門、東門と西門を直線的結ぶ線に設定した。園路の幅は3．0m、

両側に幅0．29mの自然石排水溝を設けた。園路上面は、管理用車両が通行できるよう路盤砕石R

C－40を15cm敷き厚さ4cmの脱色アスファルト舗装（不透水性　種石：石灰岩）を施した。

遺跡外の園路は、入口広場から南門に至る間に設定した。遺跡内と異なり曲線のあるものとし

て、幅は3．0m、路盤砕石RC－40を敷き厚さ5cmの透水性土壌硬化舗装とした。表層材料及び

配合量は、良質ふるい真砂土（1m3）＋普通セメント（100kg）＋混和材MR－7S（35㍍）である。

自然の道の雰囲気を出すため園路に縁石などは設けなかった．。

なお、南門の南側には、発掘調査結果を参考にして、両側に幅0．8mの側溝をもつ幅6．0m道路

状遺構を表示し、遺跡外囲路に接続した。道路状遺構の表現は、道路部分を玉砂利を種石とした

洗い出しブロック舗装とし、側溝部分は脱色アスファルト舗装（種石：玉砂利）とした。

電気設備　夜間利用や夜間の景観を意識した照明計画のもと、保安灯（地上高約4．3m　本体鋼

板製耐候性塗装仕上げ　水銀蛍光ランプ100W）を入口広場に5灯、遺跡内の南側に3灯、史跡

北側に1灯を設置。演出照明として門跡・掘立柱柵列跡ライトアップ施設〔本体ステンレス　強

化ガラスカバー（耐化垂1，000kg）　ダイクロイックハロゲンランプ50W〕115箇所と、建物跡の

掘立柱表示内にフットライト（本体アルミダイキャスト　ハロゲンランプ12V／10W）を40箇所

設置した。分電盤は見学者から目立たない史跡の南東隅に設置し、西門の前にイベント用コンセ

ント盤を設置した。

4　遺構表示

各遺構表示の方針　各遺構の表示は、法華寺畑遺跡が最も整えられたI A期段階とし、表示施設

の根拠は発掘調査結果に基づいた。ただし、遺構の数値にばらつきがあるものや根拠が薄いもの
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などは環境整備委員会で検討し決定した。

建物表示　中心建物のSBO5・SBO6・SBO7及びSB07の西側のSBO3、南西隅と南東隅にそ

れぞれL字形に配置された4棟の建物、北東隅の東西棟建物についておこなった。それぞれの建

物はいずれも掘立柱建物であることから、同一の遺構表示としている。

各掘立柱建物跡は、推定される軒出の部分まで洗い出しブロック舗装し表示した。洗い出しブ

ロック舗装は、身舎部分が城陽金華サビ、軒出部分が庵治サビ、身合と軒出の間の壁部分を白色

レンガと材質を変えた。この洗い出しブロック舗装は、凍結による剥離を防ぐためプレス成形品

の洗い出しブロック（20cmXlOcmX6cm）を使用した。

柱跡の表示は、柱穴痕跡をもとに、径29cmの木柱40cm立ち上げを原則とした。ただし、園路に

重なる部分については、木柱を地面に埋め込み通行機能を確保した。木柱は、カナダ産レッドシー

ダ材のローリング加工をもちい、白木のままとした。なお、建物跡の四隅の柱をはじめ数本の柱

にフットライト（ハロゲンランプ12V／10W）を埋め込んだ。

区画溝の表示　溝跡は、満幅1．5mとし、深さは広場に接することから安全性を考慮し9cmとし、

区画溝全周を表示した。溝跡上面は、路盤砕石RC－40を10cm敷き、厚さ3cmの脱色アスファル

ト舗装（不透水性種石：玉砂利）を施した。

掘立柱塀（柵列）の表示　法華寺畑遺跡のスケール感を直接的に訴え、一体的な景観を形成する

必要性から一辺150m四方の掘立柱塀（柵列）のうち掘立柱をすべて表示した。掘立柱の表示間

隔は其々で2．429m、地表面からの高さ2．25m、径0．27m。柱の材質は、屋外に表示することか

ら、耐久性と加工性に富むカナダ産レッドシーダとした。材の表面はローリングを施した。また、

柱材の防腐対策として、天端に厚さ2mmの銅板を釘留めで覆い雨水の浸入を防ぐとともに、地際

を溝跡上面と同じ不透水性の脱色アスファルト舗装で固めた。地際舗装の表面には排水勾配をとっ

た。

柱は独立柱となるため、中央に柱穴を設けた高さ0．5m、0．9mX0．9mのコンクリート基礎に、

鉄筋を配した柱を立てた。なお、南・北・東の各門の両側柱5本分と、区画の南西・南東・北東

の各隅部の両側それぞれ柱5本分は将来的に板塀を復元可能とするため、コンクリート製の基礎

にベースプレートを取り付け柱をアンカーボルトで固定した。また、柱の足下には原則2本おき

にライトアップ用の照明を埋め込み、夜間においてもその存在感、歴史性が顕在化されるように

している。

門跡の表示　西門を歴史的建造物として実物大復元し、他の南・北・東の各門は遺構表示とした。

詳細は次章で述べるが、歴史的建造物復元検討段階で提示された「鳥居形門」を意識したデザイ

ンとした。

表示内容は、径0．33mの主柱を地表面から高さ3．909mに立ち上げ、控柱は0．27mの径で2．25

m立ち上げた。主柱、脇柱の構造及び仕様は、掘立柱と同様である。平面は、復元される西門と

同じ範囲を脱色アスファルト舗装（不透水性種石：玉砂利）で表示した。また、主柱と控柱の足

下にも掘立柱塀と同様にライトアップ用の照明を設置した。
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第15図　中心建物（SBO6・07）遺構表示設計図
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第16図　東南隅建物（SBO12）遺構表示設計図
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●平面図

●断面図

溝跡　　　　　　　　柵列跡
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第17図　柵列跡・溝跡遺構表示設計図
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第18図　南門遺構表示設計図
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第19図　北門遺構表示設計図
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第20図　屋外展示模型設計図

5　その他の施設

遺構復元模型　遺構復元模型は、アルミ鋳物製、100分の1縮尺で製作し、遺跡の南西端近くの

入口広場内に設置した。これは、模型と整備した遺構表示が対比できるように配慮したもの。遺

構表示と同様に法華寺畑遺跡I A期段階の遺構復元を、地形を含めて表現したが、建物や柵列、

門は地形縮尺に対し1．4倍のスケール（建物の縦横比率は1：1）模型として立体感をだした。

模型の大きさは、2．20m四方で、遺跡内の表示に限った。アルミ鋳物は着色が可能であったが、

退色などの問題からアルミ色のままとしている。また、アルミの肌を荒らすことによって地表面

を表した。この模型を、径3．70m高さ0．70mの円形の花尚岩化粧コンクリート台に据えているが、
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第21図　遺跡説明サイン設計図
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第22図　遺構説明サイン設計図

高さの設定は見易さといたずら防止を考慮した結果である。なお、建物などの遺構復元模型の制

作には、特に環境整備委員の佐藤興治氏の指導を受けた。

遺構復元模型には、アルミ鋳物が強固で表面の細かい表現が可能であることから採用したが、

踏圧などによる建物や門、板塀の損壊が懸念された。特に板塀は薄い板状であり、破損する恐れ

があり、鋳型を保存し補修が可能な状況にしている。

案内板　遺跡全体を説明する案内板を入口広場に設置し、西門跡近くに門跡・溝跡・柵列跡の説

明板、中心建物跡・南門跡・南西隅建物跡の付近に各遺構説明板、北側の広場に遺跡説明板を設

置した。案内板、説明板とも、本体はアルミ鋳物製（AC－3A）でクロム酸皮膜処理後にアク

リル樹脂焼付け塗装仕上げとしたものに、文字を浮き彫り状にしたアルミ鋳物製の説明板を取り

付けた。説明板の大きさは、入口広場の案内板が縦0．88m・横0．96m、他は縦0．45m・横0．42m

の大きさ。

なお、法華寺畑遺跡指定地の南西端、県道と市道の三叉路側に「史跡　伯書国府跡　国庁跡

法華寺畑遺跡　不大岡遺跡」の案内板を設置している。この案内板は、倉吉ライオンズクラブ創

立40周年の記念に寄贈されたもので、大型の自然石にカラー磁器板を貼り付けたものである。案

内板は1枚縦0．6m・横0．6mの磁器板を4枚組み合わせたものである。

－47－



J　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼

FL
〒

＋一 一「 是 ‡≡ 一十

道配管

′つ
l 】
C⊃uつ
⊂⊃C⊃M
1て」櫨
E
僅
堰

C⊃「、N

13Aで

格
H
帥
憲
雑
益
黄
格
H
期
首

日

日

l
li1コ
－ 」⊥ 〉

I 岱 ＋ゝ ＋ ＋ 了戦　 目 ，：2。）

第23図　水飲み施設設計図

水飲み・車止め　水飲み施設は、入口広場内に1基設置した。施設本体はアルミ鋳物製でアクリ

ル樹脂塗装を施した。項部の水受部には伯者国分寺跡出土軒丸瓦の瓦当をデザイン化した文様を

浮き彫り状に表現した。この軒丸瓦は、伯書国庁跡や法華寺畑遺跡でも出土しており、今後に計

画されている伯書国庁跡の整備事業でも使用する予定である。

また、入口広場と市道の接する所と、北側広場の入口部分に車止めを設置した。車止めは、径

16cm、高さ50cmの円筒形で、アクリル樹脂塗装を施したアルミ鋳物製とした。この車止めも、項

部に水飲み施設と同様の瓦当文様を施した。
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第24図　車止め（固定式と可動式）設計図
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第25図　橋設計図

橋　法華寺畑遺跡を区画する溝跡では、溝を渡る橋状の遺構が検出されていない。しかし、公園

として活用するために各門の前に橋状の施設を4箇所設けることにした。遺構表示と調和し、管

理車両などの通行に耐え、耐水性が要求されることから、アフリカ産のボンゴシ材を使用した。

橋幅は2．52m、長さ1．9mの規模。

便益施設　便所と休息施設を兼ねた便益施設を、平成13年度に入口広場南東端に建設する予定で

ある。建物は倉吉の町屋の特徴である白壁の石州瓦葺きを計画している。

その他　入口広場にカリフォルニアレッドウッドを使用した固定式のベンチを4基設置したが、

ゴミ箱及び灰皿などは設置しなかった。
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Ⅳ　歴史的建造物の復元

1　四脚門の設計に至るまで

環境整備の基本計画　平成2年度に策定した環境整備基本計画では、歴史的建造物復元を伯者国

庁跡でおこない、法華寺畑遺跡では比較的洗練された立ち上がりのある遺構表示デザインとする

方針となっていた。平成7年度に立ち上げた環境整備委員会で、史跡等活用特別事業（ふるさと

歴史の広場）の採択を受けて事業を実施すること、事業内容は補助事業対象のうち、○歴史的建

造物等の復元、○遺構復元模型の設置、○その他史跡等の活用上必要と認められる事業をおこな

うことが決定された。

復元する歴史的建造物は、法華寺畑遺跡の四周を区画する柵列で検討された。復元する柵列は、

全周ではなく、各辺の門跡の両側と区画四隅のうち、復元が不可能な北西隅を除く三隅での復元

で準備を進めた。しかし、復元する柵列が取り付く門跡の遺構表示の方法が問題になり、環境整

備委員会で協議を重ねるなか、門跡を歴史的建造物で復元する案が地元委員からだされた。これ

に対して、「門跡の復元考察をおこない、しっかりとした見積もりをおこなえば経費的にも可能

になるかもしれないので、まず早急に門の復元考察をおこなうべきでは。」との指導助言があっ

た。このため、奈良国立文化財研究所建造物研究室主任研究官（当時）の村田健一氏に、復元の

検討をしていただくことになった。

鳥居形門の復元案　村田健一氏は、法華寺畑遺跡で発掘された各門跡の遺構実測図及び重要文化

財に指定されている四脚門約80例を検討され、復元案について次の提言をされた。

①四脚門で現存するものは、嘉禎3年（1237）に建立された宗源寺四脚門（歓学院表門）を最古と

して、いずれも13世紀以降のものであり古代のものはみられない。

②法華寺畑遺跡の桁行寸法が5．2mと広く、現存する四脚門と対比すると妙心寺勅旨門や建仁寺

勅旨門など最大級クラスの数例しかない。地方遺跡に勅旨門クラスの門が、それも四箇所も建立

されていたとは考えられない。

③桁行が広いと棟木が長く太くなり、法華寺畑遺跡の門跡で発見されている柱穴痕跡では支えき

れないと思われる。

④以上のことから、門の形態として最も妥当なものとして考えられるのは、事例は残されていな

いものの、掘立柱の主柱を控柱で支える鳥居形の門ではなかろうか。

この提言に対して、環境整備委員会では、主柱と控柱の柱掘方がほぼ同じ規模などの疑問点が

だされたが、「鳥居形門という考えは、個性的で遺構の性質から想定されており、ユニークでよ

い。」との意見が多く、鳥居形門の復元で準備を進めることになった。（図26）

四脚門復元案　鳥居形門復元の基本設計を財団法人文化財建造物保存技術協会に委託したが、事

例がないことから協会内部で検討がおこなわれた。その結果、鳥居形門では資料がなく文化庁の

復元検討委員会の了解をとることが難しいこと、桁行が広くても検出されている柱穴で四脚門は

建つという意見がだされた。中心になって資料の検討をしたのは、設計第2課長（当時）の近藤
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第26図　鳥居形門復元計画図面

光雄氏だった。協会の意見を環境整備委員会で報告したところ、委員からは村田氏がそれなりに

検討して提言された鳥居形門案を四脚門案に戻すことに反対する意見が多かった。ただし、建築

史の専門家が環境整備委員にいないことから結論は保留され、村田氏と協会との話し合いの場を

事務局が設定し、しっかりとした見解をだしてもらい決定することになった。その後の協議によ

り、四脚門復元案が承諾され、平成9年10月に「法華寺畑遺跡西門・柵列実物大復元　基本設計

説明書」を文化庁に提出した。

なお、門の復元位置については、遺跡の正面である南門案があったが、南・北・東・西の各門

とも同規模・同形態が想定されること、南門付近は指定地敷地境界の南端にあたり（検討段階）

復元の効果が薄いと思われること、入口広場を遺跡の南西隅から西辺に沿うように設置している

こと、全体の整備での主たる動線が西門跡にあること、西門跡の周辺に桜の古木が分布しており

景観的に優れていることなどから、西門を復元することに決定した。

2　四脚門の復元設計

復元基本設計　古代に建立された四脚門の事例が存在しないことから、奈良時代の建築物や絵図、

古代建築の研究書籍、現存する四脚門などを検討して復元案が作成された。また、発掘された遺

構の検討から、桁行が中央間17．0尺、脇間17．2尺、梁行6．6尺等間の糸巻型の平面形（図28）で、
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表6　設計根拠概要

区　 分 構　 造　 形　 式 主　 要　 寸　 法 遺構等復元根拠 ・資料 参考建物 ・文献 備　 考

概　 要 四脚門　 切妻造　 板茸

平　 面 四脚門 桁行　 中央間17．0尺　 脇間17．2尺 発掘調査　 柱穴 6 ヶ所　 雨落満 奈良　 十輪院南門 資料 図27

梁間　 6．6尺× 2 間＝13．2尺 実測による寸法差は四方転びを示す r十輪院本堂及び南門修理工事報告書j 資料 表 7

桁行と梁間の比率 桁行 ：梁間＝1 ：0．76 現在ある遺構 との比較 不遇寺南門、天徳寺総門 資料 表 7

軸　 部
円柱　 上部抜き　 掘立 中央柱径 1 尺 3 寸 発掘成果 唐招提寺金堂（780頃）、その他

資科 表 8

控柱　 隅延び　　 掘立 控柱径　 1 尺 2 寸 発掘成果 ★法隆寺金堂 （680頃）、法隆寺中門（680頃）

先細率＝0．92 同時代の建物参照 法隆寺三重塔 （704）、薬師寺東塔 （730）ほか

柱長　　 12．1尺 遺構 との比較による 8 世紀のものは例が多い

唐居敷上端か ら長押下端まで10尺 （扉巾よ り扉成を求めて、柱天を求め

る）

奈良末になると、室生寺五重塔の・ようにな

いものもある

小脇柱

柱間　　 3尺 5 寸

柱径　　 見付 8 寸×見込 5 寸

面巾　 1 寸

同じ規模の遺構に倣う

面巾は同時代の様式による

天徳寺総門 （秋田　 慶長）

唐居敷 成4 寸　 巾 1 尺4 寸　 長2 尺5 寸 木割は同時代の様式に倣う 資科 表 7

蹴放し 成8 寸×巾5 寸

眉 成5 寸×巾5 寸

中桁 成 1 尺2 寸×巾9 寸

桁 成 1尺 1寸 ×巾9 寸

長押し 成 5 寸 小脇柱があることから八脚門形式と推定 法隆寺東大門ほか

組　 物 舟肘木 成9 寸×巾8 寸 掘立柱 ・板茸であることから推定 『古代建築の上部構造』岡田英男

奈良大学文化財学報第11集

妻　 組 叉首 叉首組高 4 尺 5 寸 5 分

成 9 寸×巾9 寸

「石山寺法備国師奉入板殿復元図」及び

「皇大神宮御板垣御門推定図」を参照

『伊勢神宮の建築 と歴史』福山敏男

軒　 廻

一軒　 繁垂木　 断面角 軒の出4 尺 5 寸 発掘による 資料 図28

反りつき

垂木割　 1 支 1 尺

柱裏　 手挟み　 裏板　 茅負

けらばの出4 尺 発掘による 資料 図28

妻　 飾 破風 ・梅鉢懸魚 ・六菓 破風巾 1 尺　　 腰巾 9 寸 鎌倉期の遺構では宗源寺四脚門、教王 『平治物語絵巻』13世紀頃

懸魚成 1 尺5寸×巾1 尺 5 寸 護国寺濯項院北門 ・東門、十輪院南門

等が梅鉢である。

13世紀頃の絵巻は梅鉢懸魚が多い。

それ以前は不明。

『長谷雄草紙』14世紀頃

屋　 根

板茸 ：流板茸　 押木 板茸　 厚 1 寸 2 分　 2 枚重ね 絵巻及び藤原殿等を参照 『在信楽藤原豊成殿板茸復元考』関野克

棟 ：障泥板　 棟木

両端 ：鬼板小棟付破風上に

品板

長 さ　 7 尺と9 尺 遺構では応永15年若王子神社本殿 （神

戸市）に倣 う

建築学会論文集第 3 号

柱間装置

扉口　 板扉　 （内閲　 八双

金物戸締 り閃）

その他各間　 地頭　 漆喰壁

扉巾 10尺　 厚 4 寸 板扉の形状は遺構 ・絵巻による 法隆寺東大門『長谷雄草紙』

寸法の差は四方転びを示すと判断された。

復元案で示された門の形態は、切妻造の板茸。規模は、桁行5．152m、梁行4．00m、棟高6．351

m、軒高3．909m、軒出1．364mであった。設計の根拠概要は表6のとおりである。

この基本設計は、文化庁が主催する歴史的建造物復元検討委員会に諮られ、次の点の再検討が

指摘された。

（1）四脚門

①門両脇の壁下半部を開けることを検討せよ。（表7）

②鬼板の形状の決定には、伯者国分寺跡出土の鬼瓦の縦横比を考慮せよ。

③妻飾（懸魚）は不要ではないか。

（2）塀

①塀は柱間に横板を落とし込む構造の他に、柱間に木舞をわたし、塗壁とする構造も検討すべ

きである。そうすることによって、門の総高とバランスのとれた塀の高さを確保することがで

きる。その際には、柱径との関係で塗壁の構造が可能か否かを検討すること。

指摘事項を検討し、説明書を平成10年2月に再提出した。この説明書のなかで、塀の設計を根

本的に見直しした。特に、当初計画では柵列（塀）を、高さ2．4m、横板を落とし込む笠木付板
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表7　設計根拠概要資料　部材寸法及び木割比較表

建造 物 名称

部材 名

教 王護 国寺 教 王護 国寺 教 王護 国寺 元興寺極楽坊 宗 源寺 法隆 寺東 院 不 退寺 新薬 師寺 新薬 師寺 東大寺法華堂 十輪 院 匠明 門

濯 項院 東門 濯 項院 北門 北 総門 東門 四 脚門 四脚 門 南 門 四脚 門 東門 北門 南門 記集

鎌倉 前期 鎌 倉 鎌 倉前期 彿倉 嘉禎 3 鎌 倉 正 和 6 鎌倉 後期 鎌倉初 期 鎌倉 中期 鎌 倉 慶 長

桁行　 其 々 L 1 4 ．5 8 尺 13 ．5 尺 15 ．9 5 尺 1 5 ．1 2 尺 1 1 ．6 85 尺 13 ．48 尺 16 ．05 尺 15 ．9 9 尺 14 ．86 尺 13 ．98 尺 10 ．6 3 尺

梁 間　 其 々 1 0．0 5 尺 8 ．02 尺 1 1 ．9 0 尺 1 0 ．8 0 尺 9 ．2 2 尺 10 ．62 尺 12 ．6 尺 1 1．6 5 尺 8 ．18 尺 11 ．64 尺 7 ．95 尺 1 0 ．0 5 尺

（桁 行比 ） 0．68 9 L 0 ．59 4 L 0 ．74 6 L 0 ．7 14 L 0 ．7 89 L 0 ．7 8 8 L 0 ．7 8 5 L 0 ．7 2 8 L 0 ．5 5 0 L 0 ．8 3 3 L 0 ．74 8 L 0 ．68 9 L

本柱　 径　 A ・ 1 ．32 1 ．45 2 ．25 1．8 0 1 ．03 0 1 ．5 0 1 ．8 0 1 ．6 3 1 ．4 2 1 ．6 0 1 ．10

0 ．1 1 L（桁行 比） 0．0 9 L 0 ．10 7 L 0 ．14 1 L 0 ．1 19 L 0 ．0 88 L 0 ．1 1 1 L 0 ．1 1 2 L 0 ．1 0 2 L 0 ．0 9 6 L 0 ．11 5 L 0 ．10 3 L

控 柱　 見 付 B 0 ．95 0 ．7 1 1 ．10 1 ．20 0 ．66 0 1 ．0 2 1 ．1 6 1 ．0 5 0 ．8 0 0 ．8 75 0 ．6 2

0 ．7 0 A（柱比 ） 0．7 2 A 0 ．4 9 0 A 0 ．4 8 9 A 0 ．66 7 A 0 ．6 41 A 0 ．6 8 A 0 ．6 44 A 0 ．6 4 4 A 0 ．5 6 3 A 0 ．5 4 7 A 0 ．5 6 A

楯

成 0 ．4 8 0 ．5 0 0 ．6 5 0 ．5 6 0 ．38 0 ．46 5 0 ．5 9 0 ．5 5 0 ．4 8 0 ．5 2

（柱比 ） 0．3 6 4 A 0 ．3 4 5 A 0 ．2 8 9 A 0 ．3 1 1 A 0 ．36 9 A 0 ．3 10 A 0 ．3 28 A 0 ．3 3 7 A 0 ．3 38 A 0 ．3 25 A

厚 0 ．3 6 0 ．4 8 0 ．4 8 0 ．4 8 0 ．30 0 ．4 6 0 ．5 0 0 ．4 4 0 ．3 4 0 ．4 0
（柱比 ） 0．2 7 3 A 0 ．3 3 1 A 0 ．2 1 3 A 0 ．2 6 7 A 0 ．2 9 1 A 0 ．30 7 A 0 ．2 78 A 0 ．2 70 A 0 ．23 9 A 0 ．2 50 A

蹴 放

成 0．7 2 0 ．6 5 0 ．9 2 0 ．75 0 ．90 0 ．8 5

0 ．6 A（柱比 ） 0．5 45 A 0 ．4 4 8 A 0 ．5 1 1 A 0 ．7 2 8 A 0 ．60 0 A 0 ．4 72 A

厚 0 ．4 5 0 ．4 3 0 ．7 0 0 ．4 9 0 ．50 0 ．6 1

（柱比 ） 0 ．3 4 1 A 0 ．2 9 7 A 0 ．3 8 9 A 0 ．4 7 6 A 0 ．3 3 3 A 0 ．33 9 A

冠 木

成 0．7 0 0 ．7 0 0 ．9 0 0 ．8 3 0 ．6 4 0 ．75 0 ．88 0 ．83 0 ．6 4 0 ．6 8

0 ．5 A（柱 比 ） 0．5 30 A 0 ．4 82 A 0 ．4 00 A 0 ．4 6 1 A 0 ．6 2 1 A 0 ．5 0 0 A 0 ．48 9 A 0 ．50 9 A 0 ．45 1 A 0 ．42 5 A

長押 幅 1．9 5 2 ．0 0 2 ．1 0 2 ．4 8 1 ．4 2 2 ．01 2 ．45 2 ．26 1．98 2 ．2 3

（柱 比 ） 1．4 77 A 1．3 79 A 0 ．9 33 A 1．3 78 A 1 ．3 7 9 A 1 ．3 4 0 A 1 ．36 1 A 1 ．38 7 A 1 ．39 4 A 1 ．39 4 A 1 ．4 1 4 A

桁 行

虻 梁

成

（柱 比 ）

上厚

（柱 比 ）

下 厚

（柱 比 ）

1．1 0

0 ．4 89 A

0 ．6 5

0 ．2 89 A

0 ．5 8

0 ．2 58 A

1．12

0 ．68 7 A

0 ．66

0 ．40 5 A

0 ．57

0 ．35 0 A

梁 間

成 1．1 0 1．3 8 1 ．2 2 0 ．6 95 1 ．2 8 12 6 1 ．22 l 1 ．0 7
0 ．7 A（柱 比 ） 0．8 33 A 0 ．6 13 A 0 ．6 78 A 0 ．6 75 A 0 ．8 5 3 A 0 ．7 0 0 A 0 ．74 8 A 0 ．6 6 9 A

虻 梁 上厚 0．8 2 0 ．9 0 0 ．8 1 0 ．5 0 0 ．6 6 0 ．80 0 ．70 0 ．78
0 ．4 A（柱 比 ） 0．62 1 A 0 ．4 00 A 0 ．45 0 A 0 ．4 85 A 0 ．4 4 0 A 0 ．4 4 4 A 0 ．42 9 A 0 ．4 8 7 A

下 厚 0 ．6 3 0 ．7 2 0 ．7 3 0 ．4 5 0 ．6 6 0 ．70 0 ．65 0 ．66
0 ．3 5 A（柱 比） 0．4 77 A 0 ．3 20 A 0 ．4 05 A 0 ．4 3 7 A 0 ．4 4 0 A 0 ．3 8 9 A 0 ．39 9 A 0 ．4 12 A

桁 下

総 長 3．9 5 4 ．3 4 3 ．7 9 2 ．8 8 0 5 4 ．5 2 4 ．00 4 ．40 3 ．65
0 ．3 6 A成 0 ．4 6 0 ．6 8 0 ．5 1 0 ．34 5 0 ．5 4 0 ．5 7 0 ．5 8 0 ．46

肘木 木口 成 0．2 3 0 ．3 4 0 ．2 5 0 ．14 0 0 ．2 8 0 ．29 0 ．2 9 0 ．22

下端 幅 0．4 6 0 ．58 0 ．6 2 0 ．4 10 0 ．5 5 0 ．5 7 0 ．5 7 0 ．45
0 ．3 A（柱 比） 0．34 8 A 0 ．25 8 A 0 ．34 4 A 0 ．3 99 A 0 ．3 6 7 A 0 ．3 1 7 A 0 ．3 5 0 A 0 ．2 8 1 A

木下

総 長 4．00

0 ．1 7

4 ．34 3 ．7 9 2 ．8 8 0 5 4 ．5 6 4 ．0 0 4 ．4 0 3 ．5 2 3 ．65

0 ．3 6 A成 0 ．44 0 ．70 0 ．5 1 0 ．34 5 0 ．5 2 0 ．5 7 0 ．5 9 0 ．3 5 0 ．45

肘木 木 口成 0．2 2　 0 ．25 0 ．3 5　 0 ．3 5 0 ．2 5　 0 ．2 5 0 ．16　 0 ．16 0 ．2 5　 0 ．2 75 0 ．2 9　 0 ．29 0 ．2 8　 0 ．34 0 ．1 7　 0 ．17 0 ．2 2　 0 ．2 2

下 端幅 0．4 1 0 ．55 0 ．5 8 0 ．58 0 ．4 10 0 ．5 6 0 ．5 7 0 ．5 7 0 ．4 2 0 ．4 5

0 ．3 A
（柱比 ） 0．3 1 1 A 0 ．3 7 9 A 0 ．2 5 8 A 0 ．3 2 2 A 0 ．39 9 A 0 ．3 73 A 0 ．3 1 7 A 0 ．3 50 A 0 ．2 9 6 A 0 ．2 8 1 A

桁 行
成 0．4 5 0 ．47 0 ．6 8 0 ．5 7 0 ．3 4 5 0 ．5 8 0 ．6 2 0 ．6 1 0．5 2 0 ．5 1

0 ．6 A（柱比 ） 0．3 4 1 A 0 ．3 2 4 A 0 ．3 0 2 A 0 ．3 1 7 A 0 ．3 3 5 A 0 ．3 87 A 0 ．3 44 A 0 ．3 74 A 0 ．3 66 A 0 ．3 19 A

破 風際 成 0．5 1 0 ．5 6 0 ．8 6 0 ．6 4 0 ．3 8 5 0 ．66 0 ．6 5 0 ．6 5 0 ．5 9 0 ．5 2

化 粧
成 0．4 4 0 ．7 2 0 ．7 0 0 ．5 6 0 ．3 7 0 0 ．54 0 ．6 0 0 ．6 6 0 ．55 0 ．5 0

棟 木 （柱比 ） 0．3 3 3 A 0 ．4 9 7 A 0 ．3 1 1 A 0 ．3 1 1 A 0 ．3 5 9 A 0 ．36 0 A 0 ．33 3 A 0 ．40 5 A 0 ．38 7 A 0 ．3 12 A

下端 幅 0．4 2 0 ．5 5 0 ．5 7 0 ．5 8 0 ．4 2 0 0 ．5 8 0 ．5 7 0 ．5 7 0 ．5 7 0 ．45

破風 際 成 0．5 0 0 ．5 0 0 ．8 6 0 ．6 6 0 ．4 15 0 ．5 7 0 ．60 0 ．70 0 ．55 0 ．5 5

垂 木

茅 負

破風

成 0．3 0 0 ．3 6 0 ．3 3 0 ．3 2 0 ．2 6 0 0 ．34 0 ．30 0 ．34 0 ．30 0 ．3 2

2 ．3 8

3 ．0 6

1 ．2 S

0 ．4 A

（柱比 ） 1．2 0 0 S 1 ．2 00 S 1 ．1 79 S 1．1 4 3 S 1 ．3 0 0 S 1 ．3 0 8 S 1 ．0 7 1 S 1 ．2 5 9 S 1 ．07 1 S 1 ．33 3 S

下 端幅 S 0 ．2 5 0 ．3 0 0 ．2 8 0 ．2 8 0 ．2 00 0 ．2 6 0 ．28 0 ．27 0 ．28 0 ．2 4

木 口成 0．3 5 0 ．4 1 0 ．3 5 0 ．3 5 0 ．2 90 0 ．3 8 0 ．3 3 5 0 ．35 0 ．3 4 0 ．36

成　 W 0 ．4 7 0 ．4 5 0 ．5 3 0 ．5 0 0 ．3 45 0 ．4 6 0 ．65 0 ．35 0 ．3 9 0 ．38
（柱 比 ） 0．3 56 A 0 ．3 10 A 0 ．2 36 A 0 ．2 78 A 0 ．3 3 5 A 0 ．3 0 7 A 0 ．3 6 1 A 0 ．2 1 4 A 0 ．2 7 5 A 0 ．2 3 7 A

下端 幅 0．3 3 0 ．4 0 0 ．3 8 0 ．4 0

0 ．9 2

0 ．3 00 0 ．4 6 0 ．30 0 ．4 0 0 ．3 6 0 ．36

破風 際 成 0．5 5 0 ．5 0 0 ．5 5 0 ．3 85 0 ．5 5 0 ．78 0 ．5 5 0 ．4 8 0 ．4 5
0 ．3 A

B

な し

（成 比 ） 1．1 7W 1 ．1 11 W 1 ．03 8 W 1．1 16 W 1．1 9 6W 1 ．2 0 0W 1 ．5 7 1W 1 ．2 3 1W 1 ．1 8 4W

拝 幅 1．2 2 0 ．8 5 1．2 0 0 ．80 0 1 ．2 0 1 ．0 8 1 ．0 6 0 ．8 1 0 ．8 5

（Ⅹ比 ） 1．2 84 Ⅹ 1 ．2 15 Ⅹ 1．22 4 Ⅹ 1．0 82 Ⅹ 1．3 79 Ⅹ 1 ．3 0 4 Ⅹ 1 ．0 8 0 Ⅹ 1 ．2 4 7 Ⅹ 1 ．1 7 4 Ⅹ 1 ．2 1 4 Ⅹ

腰 幅 Ⅹ 0．9 5 0 ．7 0 0 ．9 8 0 ．8 5 0 ．5 8 0 ．9 2 1 ．0 0 0 ．8 5 0 ．6 9 0 ．7 0

（柱 比 ） 1．0 00 B 0 ．98 6 B 0 ．89 1 B 0 ．7 08 B 0 ．8 79 B 0 ．9 0 2 B 0 ．8 6 2 B 0 ．8 1 0 B 0 ．8 6 2 B 0 ．8 0 0 B
尻 幅 1．03 0 ．8 0 1 ．1 0 0 ．85 0 ．6 2 1 ．0 4 0 ．7 5 0 ．8 5 0 ．7 4 0 ．7 5

（Ⅹ比 ） 1．08 4 Ⅹ 1 ．14 3 Ⅹ 1 ．12 2 Ⅹ 1 ．00 0 Ⅹ 1．0 69 Ⅹ 1 ．1 30 Ⅹ 0 ．7 5 0 Ⅹ 1 ．0 00 Ⅹ 1 ．0 72 Ⅹ 1 ．0 7 1 Ⅹ

羽の 出 3．70 3 ．35 4 ．13 4 ．00 2 ．87 6 3 ．8 4 4 ．2 6 4 ．62 5 2 ．9 2 3 ．3 8

支寸 法 0．7 2 9 3 ．3 7 5 0 ．6 64 6 0 ．63 0 ．5 3 1 1 0 ．6 1 0 9 0 ．6 6 8 8 0 ．6 6 63 2 ．4 7 7 0 ．6 0 7 8

軒 の出 4．78 4 ．20 6 ．2 35 5 ．69 4 ．18 5 5 ．3 9 6 ．0 1 4．8 4 3 ．8 7 5 ．23 5

の転 び な し な し あ り あ り　 0．1 2 な し あ り あ り あ り あり　 0．0 2 あ り

あ り

桁行 0．1 8

梁間 0 ．1 0
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表8　設計根拠概要資料　内法と扉巾寸法比較法

番号 建造物名称 建立年代 扉 巾（扉延巾）
内法

唐居敷上端～長押下端
備考

1 教王護国寺濯項院東門 鎌倉前期
12．06尺 （3．654m ）

〔 1 〕

9．75尺 （2．954 m ）

〔 0．8 1 〕
「修理工事報告書」による

2 教王護国寺濯項院北門 鎌倉前期
11．16尺 （3．381 m ）

〔 1 〕

9．45尺 （2．863 m ）

〔 0．85 〕 （′

3 元興寺極楽坊東門 鎌倉前期
12．01尺（3．639 m ）

〔 1 〕

10．37尺 （3．142 m ）

〔 0．86 〕 ノウ

4 法隆寺宗源寺四脚門 嘉禎 3 （1239）
9．4尺 （2．848 m ）

〔 1 〕

8．7尺 （2．636 m ）

〔 0．93 〕 ′′

5 法隆寺東院四脚門 鎌倉
10．5尺 （3．182 m ）

〔 1 〕

9．685尺 （2．935 m ）

〔 0．92 〕 （′

6 不退寺南門 正和 6 （1317）
13．3尺 （4．030 m ）

〔 1 〕

11．0尺 （3．333m ）

〔 0．83 〕
図面 より計測

7 新薬師寺東門 鎌倉初期
11．5尺 （3．490 m ）

〔 1 〕

9．85尺 （2．985m ）

〔 0．86 〕

11C 後期、当初は棟門

室町期に四脚門 として改造

「修理工事報告書」による

8 東大寺法華堂北門 延應 2 （1240）
13．0尺 （3．939 m ）

〔 1 〕

10．0尺 （3．030m ）

〔 0．77 〕

扉なし

扉巾は柱間より推定

「修理工事報告書」による

9 洞春寺表門 室町 （中期）
10．4尺 （3．150 m ）

〔 1 〕

9．65尺 （2．924m ）

〔 0．93 〕
「修理工事報告書」による

10 天徳寺総門 慶長頃
10．4尺 （3．150m ）

〔 1 〕

9．74尺 （2．950m ）

〔・0．94 〕
実測図による

表9　腰貫遺構調査表

番号 建造物名 建立年代 側柱長さA
腰貫下端ま

での高さB
B＿／ A

腰貫断面

下端×成
腰長押成 腰貫の勾配 備考

1 新薬師寺東門 鎌倉初期 11．09尺 4．69尺 0．423 0．33×0．68 長押なし あり（きつい） 側面上部壁

2 教王護国寺濯項院東門 鎌倉前期 10．80尺 4．52尺 0．419 0．33×0．45 0．64 1．15／100 側面上部壁

3 教王護国寺濯項院北門 鎌倉前期 10．62尺 4．68尺 0．44 1 0．33×0．50 長押なし 1／100 壁なし

4 元興寺極楽坊東門 鎌倉前期 12．20尺 4．98尺 0．408 0．46×0．52 0．75 1．5／100 側面上部壁

5 法隆寺宗源寺四脚門 嘉禎3 （1239） 9．83尺 4．38尺 0．446 0．28×0．40 長押なし 1／100以下 壁なし

6 東大寺法華堂北門 延鷹2（1240） 11．51尺 4．98尺 0．433 0．30×0．35 0．65 あり 側面上部壁

7 法隆寺東院四脚門 鎌倉 10．91尺 4．23尺 0．388 0．40×0．50 0．7 あり 側面上部壁

8 十輪院南門 鎌倉 9．04尺 4．10尺 0．454 0．36×0．48 長押なし あり（きつい）側面上部壁

9 不退寺南門 正和6 （1317） 11．64尺 5．30尺 0．455 0．43×0．54 0．8 あり 側面上部壁

法華寺畑遺跡 8 世紀末
12．74尺

（3，860mm）

5．35尺

（1，621mm）
0 0．50×0．60

0．60

脇柱×0．55
あり 側面上部壁
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壁としていたが、これを大きく変更した。構造を板屋根付塗壁構造とし、塀柱を門の中央柱より

1．8m、それ以外は2．4m間隔に掘立て、高さは門とのバランスを考慮し、冠木長押下端より0．3

m下を棟高とした。これにより棟高は3．424mとなった。また、出桁・腕木の木割は、平安前期

建立の法隆寺綱封蔵、奈良時代の唐招提寺経蔵のせがい部分を参考にした。

再提出した説明書にも、復元検討委員会から数点の指摘があった。指摘内容は次の4点であっ

た。

①妻組を承叉首組に変更すること。

②垂木の断面を正方形に近い小平の形状にすること。

③棟通りの反りを再検討せよ。

④雨落排水溝を整備実施計画案で統一すること。

以上の指摘事項を修正するとともに、前回の塀の構造を塗壁構造に変更していたが、その後の

検討をかさねるなかで、法華寺畑遺跡の立地条件では冬季に凍雪害を受け、数年で修理が必要と

なる可能性がでてきた。このため、板屋根付板壁構造を修正案とともに提案した。この修正案で

復元検討委員会の了承が得られ、復元の実施設計に着手した。

なお、歴史的建造物に復元する木材として次の4タイプが提言された。

①Aタイプ　躯体材を槍の赤身、屋根材を杉としたもの。

②Bタイプ　躯体材を槍の赤身勝、屋根材を椙としたもの。

③Cタイプ　躯体材を栗・松の赤身、屋根材を杉としたもの。

④Dタイプ　躯体材を栗・松の赤身、屋根材を椙としたもの。

木材の経費は、Aタイプが最も高く、C、D、Bの順で安くなっていた。検討の結果、法華寺

畑遺跡が地方官街と考えられることから、槍よりも栗・松村が使用されたのではないか。また、

栗・松の方が槍より耐久性がある。さらに、伯書国庁跡に所在する伯者国庁裏神社境内には楢が

自生していることなどから、Dタイプとした。

3　四脚門の復元工事

四脚門と板塀の概要

（1）四脚門（西門）

構造及び形式　　木造　四脚門　切妻造　板茸

軸　　部　　中・控円柱掘立　小脇角柱　棟筋中央間両開板扉　側面真壁下方開放

組　　物　　柱・叉首・東上舟肘木

架　　構　　梁行：虻梁承叉首　　桁行：冠木

軒　　廻　　一軒　半繁垂木

屋　　根　　厚板茸　二段

柱間装置　　棟筋中央間　唐居敷　蹴放　内法長押　楯　上方真壁　脇間　地覆付真壁

側面　腰長押・買　上方真壁　下方開放
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規　模

桁　　行

梁　　間

軒の　出

蝶羽の出

軒　　高

棟　　高

平面積

軒面積

屋根面積

（2）板塀

構造及び形式

軸　　部

架　　構

屋　　根

柱間装置

規　模

延　べ長

軒の　出

蝶羽の出

軒　　高

棟　　高

屋根面積

側柱其々

側柱其々

側柱真から苦板の軒先まで

側柱真から破風板外面まで

地盤面から側桁上端まで

地盤面から樋棟上端まで

側柱内側

茅負下角、破風板外面内側

茸板軒先、破風板内面内側

5．212m

4．000m

1．629m

1．455m

4．364m

6．361m

20．4m2

52．9m2

63．8m2

木造　板塀　板茸　四脚門取付南北三間

円柱掘立柱

腕木　出桁

厚板茸

地覆付横板壁

端柱其々

柱真から苦板の軒先まで

端柱真から棟木先端まで

地盤面から出桁上端まで

地盤面から樋棟上端まで

苦板軒先、茸板両端内側

13．938m

0．931m

0．476m

2．976m

3．435m

29．3m2

工事の概要　四脚門と板塀の工事は、平成10年度に木材の一部を購入し粗加工までおこない、11

年度に工作物として計画通知を提出し復元工事をおこなった。

四脚門の基礎は、梁行の中柱と控柱をつなぐ鉄筋コンクリートの布基礎（1．50mX4．80mX0．

53m）を設け、柱の根元をステンレス製木材保護キャップで覆い柱穴に納め、アンカーボルトで

固定した。柱は舗装した地盤面から0．3m埋め込む形となった。板塀の柱はベースプレートを取

り付けアンカーボルトで柱を固定する基礎を設置した。

門及び塀の軒内は、土の感触を表現するため土骨材を山砂・真砂土とした天然土壌安定舗装材

で舗装した。

なお、発掘調査では確認されていないが、防腐策として門の蹴放や板塀の地覆の下に狭間石を

置いた。狭間石は、幅24cm、長さ45cm内外、厚み15cm程の安山岩野面石。狭間石に使用した安山

岩は、当地方で建築用石材などとして盛んに用いられていた石材だが、現在は新たな入手が困難

であった。このため、不要になった石材を再利用した。また、発掘調査の所見ではないが、門跡

－58－



の遺跡内部側に幅0．90mの玉砂利数の雨落溝を設けた。

復元に使用した木材は、原則として内地材とし、次を標準とした。

栗・赤身・上小節・挽立材

松・赤身・上小節・挽立村

杉・赤身・上小節・挽立村

杉・赤身・1等・挽立村

桧・赤身・1等

各柱・地覆・唐居敷・蹴放

小脇柱・舟肘木・桁・妻梁・長押・束・棟木・垂木・茅負・破風

板・腕木・その他建具材

品板・拝押え・鬼板・障泥板・樋棟・押木・壁板

野棟木・飼木

耐力壁胴縁

各木材の品位は農林規格により、造作材と建具材は心去材を用い、すべて防腐・防蟻の処理を

施し、見え掛り面の表面加工は槍飽仕上げとした。金物のうち見え掛りとなる釘は古代の形状の

ものに倣い鍛鉄製とし、軸摺座金金具や扉唄座金金具などの飾り金具は、鍛鉄製の焼漆仕上げと

し、図面に従い作成したものである。

部材のうち、中柱は円柱で足元が径39．4cm、頭部が径36．4cm、控柱も円柱で足元が36．4cm、

頭部が径33．9cmである。板塀の柱径は足元で27．3cm、頭部で25．1cm。壁板の厚さは6．1cmであっ

た。

四脚門と板塀の屋根は、厚板の流茸とし、棟は樋棟で門の端部に鬼板を乗せた。門・塀とも厚

さ0．3mmの四つ切銅板を平板苦し、その上に、門は上下段とも苦板を3枚重ね、塀は2枚重ねと

し、上下で目地が重ならないように茸板を並べ、軒先に押木を渡した。板は釘止めとした。茸板

は、門・塀とも幅24cm内外、厚さ3cmの堪赤身手割材としていたが、うまく手割することができ

なかった。このため、請負業者と協議し杉赤身手割材で施工した。

四脚門の壁は、耐力壁の機能をもたせることから、構造合板にモルタル下地を施し、漆喰塗り

をおこなった。

なお、復元した板塀の北端と南端には、風などの影響による倒壊を防ぐためⅤ字状に引張控鉄

筋（ターンバックル用ストレート　径2cm）を設置している。

Ⅴ　今後の課題と展望

昭和60年度、伯者国庁跡と法華寺畑遺跡が国史跡に指定され、その直後から指定地の公有化を

開始し、本年度ようやく法華寺畑遺跡の環境整備が完了するめどがたった。平成13年度には、法

華寺畑遺跡に便益施設を設置し、14年度以降に伯書国庁跡の環境整備事業に着手する予定となっ

ている。この間、種々の問題が生じた。そのつど、関係機関や関係者の協力などを得て解決され

た問題もあるが、今後の環境整備の課題となったものもある。

課題の一つに、今後の維持管理がある。凍雪害対策から園路や遺構表示の舗装材を検討し、木
1

材の腐食防止についても対策を講じたが、植栽については有効的な対策をたてることができてい

ない。史跡整備の理念から、地域の人々を巻き込んだ維持管理計画の立案ができれば良いのだが、
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現状では難しい面がある。今後の整備事業、特に法華寺畑遺跡の2倍以上の面積である伯書国庁

跡の整備では、植栽にかかる維持管理経費の軽減を図る方策を検討する必要性を痛感している。

今思えば、基本計画や実施設計の時に、20年後、30年後の史跡の姿を描くことができなかったこ

とが悔やまれる。

法華寺畑遺跡は、整備することにより史跡のもっている潜在的な価値が顕在化されたと思う。

これをどのように活用していくかも、今後の重要な課題である。活用の方法としてイベントの企

画が考えられるが、ある程度の継続性が必要であり、行政主導のイベントでは息切れする可能性

が高い。昭和55年度に環境整備事業が完了した史跡伯者国分寺跡では、「やしろ五輪まつり」と

いう夏祭りが昭和60年から継続して開催されている。これは、史跡地内に散在していた五輪塔を

整備事業で一箇所に集めていたものを社保育園児がお祀りしていたことに端を発し、社地区全体

の夏祭りとなったもの。参加者も多く、そこは共通の歴史や文化に立脚する地域住民の連携を意

識する場となっているようだ。伯書国分寺跡と一体的に法華寺畑遺跡を祭りの場として使用する

ことも可能だが、西門や板塀の実物大復元、100分の1縮尺模型を設置している法華寺畑遺跡の

特徴を生かした活用方法を考えたい。日常生活のなかで古代の空間に触れることができる場所で

あり、かつ、憩うことができる場所であることを有効的に啓発する方法を模索している。なお、

地域住民との話し合いでは、遊具と駐車場設置の希望が強かった。史跡隣接地に単市事業で設置

できれば問題ないのだが、今の財政状況では早々に対応できかねる。環境整備の工事と工事の狭

間に、子供たちが遺構表示の木柱を利用して遊んでいる姿を見た。その時、遺構表示施設が子供

たちの遊びに利用し易いものが検討できないかと思った。

法華寺畑遺跡の近くには、伯書国分寺跡と伯書国庁跡が所在し、少し離れて不大岡遺跡が位置

している。さらに、これらの遺跡の北側に横たわる四王寺山は貞観年間に四王寺が造営されたと

ころ。いずれも田園地帯に位置し、自然環境は良好である。現在の環境を護りながら、それぞれ

の遺跡の個性を演出し、一体的に環境整備事業を実施すれば、特徴ある史跡群となり市民が誇り

うる財産となる。この他にも、大御堂廃寺跡や大原廃寺跡など、史跡に指定された奈良時代から

平安時代の遺跡が市内に所在している。これらの史跡の整備にはかなりの時間を要するが、整備

に対する基本的な体系を確立し、着実に前進していきたい。
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第29図　四脚門正面図
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第30図　四脚門背面図
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第31図　四脚門平面図
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第32図　四脚門梁間断面図
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第33図　四脚門屋根伏図
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第34図　四脚門塀立面・断面図

－66－



364

10

C▼つ
（一

t＝r
tくr
Lfつ
CヽJ

「、
．▼‾‾
（コ：⊃
∩つ

G ．L

∩つ 樋棟 （杉）

m　　　 角 帽 板 3。2×6 、。杉）

主流．し板暮 （3 枚）
妻板　 厚30 （橿）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 野棟木　 273×4 11 （杉）
飼木 152 ×190 （杉）

臥脱退＿一彦舜覧礫撃竃
m　 棟木華 3心　 ≡

t．・．一

∩つ「、CヽJ押木 152×121（杉）　　　　　　　　　 銅板 刺．3

軸 木 273×；忘 き

榛東：273×フ7ヨ（松）　　　　　　 LO化粧貴板　庫21 （松）
重大 1フ1×145 （松）

茅負　212×160 （松）　　　　　　　　　　　　　　　　 更 ＼　 叉首 273×フ02 （松） ≡
こ＼＼苺 ・5酎 薗　　　　　 桁 ≡3×333 （松）

1．066
－　　 ≡　　　 －　　　　　　　　　　　 l

銅＋ 1 273　　　　　　　　　　　　　　　 冨　　　　　　　　　 賽梁　 30〕×333 （松）　　　 票

t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ll一
垂宗過勾配 5 ．5′，。 よ　 岩 木 273 ×273 （松）

1．364

控柱 隅延び 30　 l 冠木 303 ×364 （松）　 三

Cエコ
∪：⊃U⊃
∩つ

内法長押 273 ×152 （松） 帖　 渕　　　　　　　　　　 票

まぐさ 182 ×152 （松）　 I 膨

腹壁 ：漆喰仕上げ

腰長押　 202 ×182 （松）

⊂⊃
C‘nC⊃
ロつ

1．970

柱転び 30

l
l

l】

l
l

l

「、
L上つ「、、
∩つ

小脇柱　 212 ×242 ．（松）

l

l
l

li

F

l

l
l

l
l

題
l

l

l

康長押 ・腰1 勾配
中柱か ら 1．5／100

腰責 152 ×182 （松）

u⊃∩つ
（ロ

ー‾‾

唐居敷　 485 ×182 （粟）

蹴放　 ＿182×273 （粟）　　　　　 認狭朋石・銅0×1品

l
l rっ

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 rl
●肋 ■i i i 椚

l
t

呈＿ゴ　〔 モルタル Uコ

．ヽ．⊥
tヽ

t．．
　　 〔

ステコン　　 ー l　　　　　　　　　　 o

」　＿＿

l200 b ol　　 1 500　　　　 b ol　　 1 274

一一」 m　　　　　　 I 叫　　 日 諾 票等 禦 。）

2．000　　　　　　　　　　　 中柱　 足元¢394、現部¢364 （栗）

野際胴緑 121 ×76 （桧）
l　　　 l　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l l

N
Lr）
．t‾‾－
l N　　 N　　 N　 ［ゝ　　　 涯召＝三三至 ・　　　　　 －N ：

控柱 足元≠36。、環的 33。（妄）l　　　　　 構造用合板 椚

（ ：：敷 ）　　　　 喜 竪胴… 6 （桧）

三　 軍　 享

1　 788 ：‖　　　 。，：。。，

l　　　　　 l　　　　 l l l　　 l

第35図　四脚門矩計図（梁間断面）
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Ⅵ　環境整備事業に伴う発掘調査の概要

環境整備事業に伴い、平成8年度・9年度の2カ年にわたり発掘調査を行った。ここではその

調査結果の概要を述べる。前述のとおり昭和40年代に3次の発掘調査が行われているため、平成

8年度は第4次調査、9年度は第5次調査とした。

1　調査の概要

第4次調査の概要

第．4次調査は、環境整備工事前の現状確認とともに、寺域隅部の建物配置を最終的に確認する

こと、南門より南の状況を確認することを目的に行った。調査面積は653m2、期間は平成8年10

月8日～11月22日であった。

Tl・T2（299m2）寺域の南西に設定。SBO9・SBOlOを再確認。さらにSBO16を新たに検

出し、南西隅の建物配置が従来考えられていたS BOlOからS B09の建て替えだけではなく、S

BOlOがSB09とSBO16の東西棟2棟に建て替えられることを確認した。

T3（106m2）寺域の北東に設定。S DOl・SAOlの北辺を確認。さらにSBO15の規模を確認し

た。

T4（18m2）寺城の北側やや西寄りの地点に設定。遺構・遺物とも確認されなかった。

T5（79m2）寺域の北西隅に設定。遺跡の軸線とは走行の違う溝を検出した。性格は不明である。

T6（19m2）寺域の南東近くに設定。土壌状の落ち込みを確認したが、寺城南西隅の東西棟に対

応する建物は確認できなかった。

T7・T8（81m2）南門の南側に設定。両側に側溝をもち南北方向に延びる道路状遺構SFOlを

検出した。

T9（51m2）寺城の北西に設定。S DOl・SAOlの西辺を確認。さらに遺跡の軸線とは走行の違

う溝を検出した。

第5次調査の概要

第5次調査は、トイレの設置予定部分、西門、寺城南外の状況を確認することを目的に調査を

行った。調査面積は223m2、調査期間は平成9年11月4日～平成10年1月14日であった。

Tl（60m2）寺域南西外のトイレ設置予定地に設定。弥生時代終末期の竪穴式住居SIO2、ほぼ

東西に並ぶ奈良時代の柱穴を検出した。

T2（32m2）西門が想定されている場所に設定。西門とSDOlを確認した。

T3（57m2）第4次調査で検出したSFOlの西側に設定。奈良時代の土壌、中世の土壌などを検

出した。

T4（61m2）寺域南西隅に設定。S DOl・SAOlの両辺を確認。さらに寺城の外側でSA03と時

期不明の溝などを検出した。

T5（13m2）南門の南約20mにある東西方向に延びる段のすぐ下に設定。段の下に沿って延びる
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第38図　SBO9・010・016、SAO3平面図
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第39図　SBO15・SDOl平面図

SD08を検出した。また、時期は不明だが土壌を2基検出した。

2　遺構の概要

環境整備事業に伴い行った第4次、第5次調査で確認された主な遺構の概要を述べる。各遺構

の名称は過去の調査報告書にならっている。また、新たに検出したものについては検出順に遺構

番号を付けた。4次、5次調査でも遺跡の軸線に沿わない溝・土壌などを数カ所で検出したが、

限られた調査範囲内に止まっていること、時期的に新しいものの可能性があることから、奈良・

平安時代の遺構のみを報告する。

SBO9・SBO16　南西隅で東西に2棟を並立して確認した。建物規模はどちらも桁行5間（15．0

m）×梁行2間（5．4m）の東西棟で、互いに約5．0m離れており、北辺、南辺がほぼ揃う。SB09

は第2次調査で桁行6間×梁行2間の可能性が報告されていたものである。遺物は柱穴掘方で土

師器小片が出土した。

SBO10　南西隅でSBO9・SBO16と重複する建物である。柱穴の切り会いからSBOlOが新し

い。建物規模は桁行11間（24．8m）×梁行2間（4．2m）の東西棟で第2次調査時に桁行6間×梁行

2間と推定されていたもので、遺物は柱穴掘方で土師器小片が出土した。
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第40図　西門遺構図

藤 0

第41図　南門及び南側平面図

S BO15　北東隅で3次調査時に確認された東西建物である。4次調査で桁行4間（10．8m）×梁

行2間（4．2m）であることを確認した。

西門　寺域中軸線（北門・南門の中心を通るライン）で折り返すと、東門と対称の位置にある。

他の遺構との切り合いや、現代の撹乱が激しく、南側の控柱が不明確である。主柱穴間の距離は

桁行5．1m、梁行3．6mで北門・東門と同規模である。北側の柱列を断ち割った結果、柱痕跡が確

認できた。それによると、直径0．21～0．48mの柱痕跡が確認された。掘方の埋土は黒色土系の土

と黄褐色土（地山）系の土との互層をなす。また、主柱には、柱部分の底に白色の粘質土がみら

れた（第40図）。柱の断面には柱抜き取り痕跡と考えられる層があり、西門の柱は、廃絶後地上

に近いところを掘り返し、柱を切り取った後、掘方を埋め戻していることが推定される。SDOl
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第42図　4次調査T5・6・9、5次調査Tl平面図

は他の門と同じく、門の部分は外側に張り出すが、東門・南門のように全周せず、門の中央部分

は途切れる。西門部分の幅は検出面で約1．5－1．8mと、他の門部分のSDOlが約0．9－1．1mに対

してやや幅が広い。遺物は遺構検出面上で土師器・瓦が、柱穴内から土師器が出土したがいずれ

も小片であった。

SDOl・SAOl　遺跡の外周を巡る溝とその内側を巡る柵列。4次・5次の調査で西門部分・南

辺・西辺・北辺を確認した。SDOlは検出面での幅は1．2～1．4m、深さは0．3－0．6mである。平
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面形・断面形共に部分により不整であるが、基本的には断面形は逆台形である。遺物は土師器・

須恵器・瓦の破片が出土した。SAOlは過去の調査時に10尺間隔から8尺間隔の柵列へ建て替え

があることが判明している。第5次T4では、ほぼ同位置で新旧の柱掘方が重複し、掘方は円形

である。埋土の観察からは建て替え後の柱は抜き取られていることが推定される。遣物は土師器、

瓦があるがいずれも小片であった。

S DO8　南門から約20m南にある比高差3mの段差下端に、ほぼ沿った位置で検出した東西に延

びる溝状遺構である。検出面の幅は1．5m、深さは0．4mである。埋土は黒色土の単純層でよくし

まっている。埋土から土師器小片が出土している。また、北に0．3m離れてS D08に先行する落

ち込みを検出した。SD08と同様な性格が考えられるが、幅0．5mのトレンチで確認したのみで、

詳細は不明である。

S AO3　南西隅の外側で検出した。北端はS DOlと切り合う。同様の場所で1度建て替える。方

位は古いものが北から10　東に振れ、新しいものが北から20　東に振れる。柱穴間距離はどちら

も同じ1．5mで、建て替え前は8間、建て替え後は10間確認できる。掘方上層から土師器、瓦の

小片が出土している。

S FOl　南門の南側約15mの位置で、南北方向の溝が約7．6mの間隔で並行に延びる。東側溝の

規模は幅約0．4m・深さ0．3m、西側溝の規模は約0．2m・深さ0．15mである。西側溝の周辺には

約1－10cm大の石が集中していた。

その他の遺構　4次・5次の調査で、特に寺城南側を中心に奈良・平安時代の建物・溝・土壌な

どになり得る落ち込みを多数確認しているが、トレンチ調査のため、施設としてまとめられなかっ

た。

3　遣物

瓦
註1）

軒丸瓦・軒平瓦　以前の調査と同様に、伯書国分寺・国庁と同型のものが出土している。既知の

型式のものは表10に⊥括し、今回の調査により確認された新型式のものを記述する。

649型式　複弁蓮華文軒丸瓦。蓮弁は8弁と推定される。外区内縁に2条の圏線が巡り、外縁の

内側には凸鋸歯文が巡る。祖形は平城京6225型式に求められ、鳥取県内では岸本町にある大寺廃
註2）

寺で同形のものが知られている。4次調査・5次調査で各1点出土した。

丸瓦・平瓦　4次調査では合計40kg、5次調査では合計133．4kg出土した。いずれも小片で、完

形近くまで復元できるものは無い。平瓦はほとんどが凸面縄目叩きだが、わずかに格子目叩きが

存在する（4次・5次の調査では8点のみ）。丸瓦はいずれも玉縁式（有段式）である。出土位置に

ついては遺跡の南西側のトレンチ（5次調査T4）からの出土が他に比べ圧倒的に多く（96．4kg

出土）、建物周辺のトレンチや遺跡北側のトレンチからはほとんど出土していない。このことか

ら、出土する瓦は法華寺畑遺跡の建物に使用されたものではなく、南に隣接する伯書国分寺跡か

らの流入と考えられる。
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表10　軒丸瓦・軒平瓦

軒丸瓦

型式番号

出土追跡

国庁 国分寺
法華寺畑遺跡

1 － 3 次 4 次 5 次

615 1 5

620 13 79 1

625 79

627 22 1

628 1

630 48 25 3 3

632 2 1

634 1

641 ．4 22 2 2 3

643 1

645 3

649 1 1

計 66 240 18

型式番号

出土追跡

国庁 国分寺

法華寺畑遺跡

1 ～ 3 次 4 次 5 次

651 1 26 1 1

665 A 4 74 1

665 B 8 1 1

675 2 39

680 1 1

681 1

683 1 ° 1

685 7 5 1 4 1

688 1

689 1

690 1 1‘ 1

691 ． 1

計 15 232 13

鉄澤　4次・5次調査で合計5，712gの鉄洋が出土した。出土地ごとにみると、4次Tl・T2

出土が4，175g、5次T2で730gと寺域内で建物が存在する位置に多い。

石鍋（12）体部片。滑石製で口径、器高とも不明。鍔部分の下部が沈線状に凹む。内外面に黒色

物質付着。

石製晶（15）長さ6．2cm・幅6．0cm、安山岩。石棒の頭部である可能性がある。

土師器・須恵器

4次調査及び5次調査で出土した土師器・須恵器はコンテナ数3箱を数えるが、図化できるも

のは33点と少なく、遺構に伴うものは23・27がSDOlから、20・21がSAOlから出土している。

なお、器種の分類や調整技法、時代区分については原則的に『伯書国庁跡発掘調査概報（5・6
註3）

次）』の内容にしたがった。

土師器は、杯・皿・高峰が出土するが、そのほとんどが杯類である。杯や皿の調整には、口縁

部をヨコナデし、底部外面未調整のものとへラケズリするものがある。また口緑部の形態により、

口緑部の下半が内湾し上半がわずかに外反するものと、上外方へ大きく開くものがある。また小

型のロクロ製土師器が存在し、その多くカラロ緑に油煙の付着をみる。

須恵器は、杯・蓋・壷が出土する。いずれも小片で出土量も少なく、図化できたものは4次が

2点、5次が1点、1－3次の再確認が2点の5点だけであった。

4次調査

土師器坪A（1～5）口径12．0～12．5cm、器高2．9－3．7cm。口緑部は大きく上外方へ開き、底部

は回転台を利用したへラ切り技法により平坦をなす。3・5は、へラ切りによって生じた段を丁

寧にナデ消す。底面積が広い。時期はへラ切り技法を伴う回転台成形から、伯者国庁編年（以下

国庁編年）の第2段階に比定できる。

土師器坪B（6・7）底径8．1－8．3cm。杯Aの杯部に断面三角形の高台が付くもの。7は彩色な

し。
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第44図　4次・5次調査出土遺物

土師器皿（8・9）口径8．4－11．0cm、器高2．0－2．7cm。ロクロ製の土師器皿でおおむね小型品。

口縁部の外傾度は低く、大きく上外方へ開く。底部は小さく平坦をなし、大部分が回転糸切り技

法を伴う。彩色なし。時期は国庁編年の第3段階である。

墨書土器（3・13・14）土器に文字その他を墨書したものが計7点出土した。このうち文字の判

読が可能なものを図化した。3は土師器杯Aの底部にかかれたもので『甫』。14は土師器底部に

かかれたもので『花』。13は土師器底部にかかれたものである。

灰粕陶器（10）壷の口緑部片である。口径9．8cm。

須恵器（11）やや大型の杯部の口縁部（11）である。小片。
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第45図　1次～3次調査出土遣物

5次調査

土師器坪A（16－22）　口径11．4－13．7cm、器高2．5－4cm。口緑部をヨコナデし底部をへラケズリ

調整するもの（16・17）と、へラ切り技法を伴う回転台成形のもの（18－21）、不整形で底部ナデ調

整のもの（22）がある。時期は16・17が国庁編年の第1段階に、18－21が第2段階のSK05に比定で

きる。22の杯Aのタイプはしばしば国庁編年の第2段階にみられる。

土師器坪B（23～26）口径11．7－13．6cm。やや深めの杯Aに高台を付けた23・24と、ロクロ製の

土師器で削出高台を持つもの25・26がある。ロクロ製土師器には彩色はない。

－80－



土師器皿（27－32）　口径12．5－21．5cm。27は大型の皿で、底部へラケズリを施し、国庁編年の
＼

第1段階に比定できる。28－30は口縁部が外方に開き、底部へラ切り未調整のもので第2段階S

K05に比定できる。31・32は、ロクロ製土師器で底部は回転糸切り技法を施す。

土師器柱状高台坪（33）中実の円柱状脚部の杯。杯部は欠損する。

須恵器坪B（34）口縁部が大きく外反する器高の高い杯に高台を付ける。口縁端部を欠く。

1次～3次調査

土師器坪A（35－37）口径12－13．6cm、器高2．8－3．9cm。35は底部にへラケズリを施す国庁編年

第1段階の杯で、36はへラ切り技法の第2段階に比定できる杯である。不整形で底部ナデ調整の

37は、第2段階に存在する杯である。

土師器皿（39－48）口径6．8－12．4cm、器高1．6－2．7cm。いずれもロクロ製土師器である。39・4

0は底部をナデ調整し、他は回転糸切り技法を行う。口径や底部径に違いがみられるが、大きく

上外方へ開く口縁部からなる。口縁部には油煙が多くみられる。国庁編年第3段階に比定する。

土師器皿B（38）高台部を欠いた皿B。口緑部を外方に短く屈曲させる。底部はへラ切り技法の

後高台を貼り付ける。

土師器柱状高台坪（49）中実の円柱状脚部の坪。師部は皿状を呈し、大きく外方に開く。

須恵器（50－52）50の蓋は、口縁端部で断面三角形に下垂し、項部には環状のつまみをつける。

51は皿Bで、低い高台と口縁端部を大きく上外方へ開く皿部からなる。

3次調査（一括出土）

土師器坪A（53－62）口径10．7－12．3cm、器高3．2－3．7cm。口縁部をヨコナデし、底部をへラ切

り技法で整え一部ナデ調整する杯である。わずかに違いがあるものの大きさ、成形技法ともそろっ

た一括資料で、国庁編年第2段階のSKO5様式に比定できる。

土師器坪B（63・64）口径15・18．6cm、器高6．1・6．4cm。やや深めの杯Aに高台を付けたもの。

口緑部をヨコナデし、外側に開く高台を貼り付ける。64の内面には焼成後に線刻が施される。

土師器皿（65・66）口径14．9・17．1cm、底部を欠く皿。口縁部を内湾気味に外方へ開き、短くお

さめる。底部はへラ切り技法後一部ナデ調整する。66は皿Bの可能性もある。

土師器奮（67）口径27．7cm。外傾する口緑部と卵形の胴部から成る。口緑部はヨコナデし、胴部

内面へラケズリする。

墨書土器（57・68・69）いずれも土師器杯に墨書されたもので、57が口縁部外面に、68が底部外

面に、69が底部内面に記載される。57は「し」、69は「古」。68は則天文字の可能性も考えられる。

註
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2　眞田康幸　「奈良時代の伯者国に見られる軒瓦の様相」『考古学雑誌第66巻第2号』　昭和55年

『大寺廃寺発掘調査報告書』　鳥取県教育委員会　昭和42年

3　『伯者国庁跡発掘調査概報（第5・6次）』　倉吉市教育委員会　昭和53年
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図版3

盈㌶黙払滝

入口広場と四脚門（南西から）



南側の状況（西から）

南門跡（南から）

東門跡（西から）



図版5

法華寺畑遺跡中心部

（遠景の山は四王寺山）

掘立柱建物SBO5

北限の柵列跡表示

掘立柱建物SBO7

（南西から）



掘立柱建物SBO9





イベント用コンセント盤

設置状況



図版9
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柵列掘立柱設置状況（復元可能部分） 入口広場洗い出しブロック舗装状況
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四脚門正面

四脚門（北西から）

四脚門裏面



四脚門夜景
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